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(1)法人名
石川県公立大学法人

(2)所在地
石川県野々市市末松―丁目308番 地

(3)役員の状況
理事長   谷本
副理事長  真田

副理事長  西澤
理事    池田
理事    水越
監事    中島
監事    松木

正憲
弘美 (石川県立看護大学長 )

552名
50名
79名  (学長 1名 、教員65名 、職員13名 )

長学大とユ県川石子
　
ム
畑
雄

一

直
誠
裕
史
浩

(4)設置大学
石川県立看護大学
石川県立大学

(5)学部等の構成
H石川県立看護大学
看護学部

看護学科
看護学研究科

看護学専攻

・石川県立大学
生物資源環境学部

生産科学科、環境科学科、食品科学科
生物資源環境学研究科

生産科学専攻、環境科学専攻、食品科学専攻、応用生命科学専攻

自然人間共生科学専攻、生物機能開発科学専攻

(6)学生数及び職員数 (学生数は令和4年5月 1日 、職員数は令和4年 4月 1日 時点)

・石川県立看護大学
学部学生   327名
大学院学生  45名
教職員    62名  (学長 1名 、教員50名 、職員11名 )

ヨ石川県立大学
学部学生
大学院学生
教職員

・法人本部
職員 10名  (理事長1名 、理事 1名 、職員8名 )
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業務全体の実施状

令和 4年度業務実績の概要

令和 4年度は第 2期中期計画期間の最終年度であり、「大学教育機能の強化」「地域連携・地域貢献機能

の強化」「ガバナンス機能の強化」の3つの柱に基づき、中期計画の達成に向け、計画的に業務を実施でき

るよう取り組んだ結果、年度計画を順調に達成することができた。以下、令和 4年度における業務の実施

状況について、中期目標の大項目ごとに記述する。

1 石川県立看護大学の教育研究等の質の向上に関する目標

(1)教育課程の充実

∩看譜基礎教育の カ リュキラムの運用を開始
B再履修学生に対する個別の履修登録の指導による円滑なカリキュラム移行

の 単 生の主体 的 な活動 や ア ク テ イ ブ フ
~一 ングの授業実践

Eフ ィール ド実習における地域活動の実施

・ヒューマンヘルスケア科目における主体的学修

⑥ 活用、情報化の推進ICTの
・令和 5年度からの教育の DX化に向けて、
日新たな看護医療人材を養成するため、看

電子教科書及びノー トパソコンを選定

護実習で活用するアバターロボットなどを整備

カフェを開催

④ゲローバル化の推進
ロアメリカ国際看護演習をオンラインで開講
田タイ人留学生〔韓国出身の石川県国際交流員を招きインターナショナル・

Bネイティブ講師による英語講座、韓国語講座の開講



(2)教育実施体制の充実
・大学院の研究指導教員に、看護専門領域以外の教授や、基準を満たす准教授が就けるように規程を

改定

(3)学生への支援

①学生支援体制の強化
・学生のメンタルヘルスに関する相談に対する教職員と外部カウンセラー及び保護者等との早期連携

による学生支援体制の強化

②キャリアプランの実現を支援
日開学記念シンポジウムや、卒業生と3年生の座談会の内容を学習管理システムに掲載
口3年生対象の就職ガイダンスを 2月 に加えて、 8月 にも開催 し、就職活動の情報を学生に早期提供

(4)研究及び地域貢献、国際貢献の推進

①民間企業と共同研究講座開設に向けた協定を締結
口共同研究講座「看護理工学」の令和 5年度開設に向けた協定を締結

B感染管理認定看護師教育課程に 42名 が履修 し、全員修了
暉認定看護管理者教育課程 (サー ドレベル)に 21名 が受講 し、全員修了
田特定行為研修を含む皮膚 口排泄ケア認定看護師教育課程の令和 6年度開講に向けて令和 5年度に

準備に取 り組むことを決定

上 ど の

・「感染管理看護実践力向上研修」を実施 したほか、「保健所感染症対応力向上研修」、

「看護教員現任研修」、「看護管理者経営研修」、「皮膚・排泄ケア研修」の 5事業を実施

④」ICA研修の実施
ロパラグアイ日系研修「高齢者福祉におけるケアシステムと人材育成」をオンラインで開催
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2 石川県立大学の教育研究等の質の向上に関する目標

(1)教育課程の充実

①コース制を含む学部教育の検証と効果的な教育の実践

・コース制導入時に入学した学生を対象に、アンケー トを実施 し、各コースの教育効果を検証

田令和 7年度入学生を見据え、情報教育科目および英語教育科目について、教養教育カリキュラム・

ツリーの見直 しの議論を開始

の ア クテ ィ フ
~― ングの実践や効果的な教育方法の検討ブ

・課題解決型学習を取 り入れた、アクティブ 田ラーニング授業を実施

・コース制導入後に入学 した学生の成績を各コースごとに GPAを用いて比較 し、より効果的な教育方法

の検討を開始

生へのキャリア形成支援

・プロジェク ト型の授業を通 して社会人基礎力を高めるための新たなキャリア科目「石川の自然と農林

水産業」を実施
・ 1、 2年生を対象にキヤリア形成支援セミナーを開講

(2)教育実施体制の充実

教育環境の整備
・校舎内全てで無線 LAN(Wi― Fi)の整備を完了

・通学の利便性を高めるため、新たな路線バスの大学敷地内への乗り入れを実現

(3)学生への支援

生 ア ドバイザー制度の推進

・学生ア ドバイザーが中心となり、SNSを活用した「石川県立大学質問箱」を設置 し、学生の相談に対応

②学生相談体制の強化
□保健指導担当職員を常勤とし、外部カウンセラーによるカウンセリング体制を強化



(4)研究及び地域貢献、国際貢献の推進

∩県内企業 行政等と連携 した研究の推進や

(研究例)

・リサイクル原料による新規肥料の開発、市販化

・害虫の忌避、防除技術の開発
・ヒツジの乳を利用した乳製品、発酵技術の開発
E猛禽類の行動把握システムの開発
ロヒー トパイプ地下水冷房装置の実用化に向けた研究

・小水力発電の開発
B過熱水蒸気加熱を活用した農産物の高付加価値化および殺菌効果の向上等に関する研究
Bサツマイモの花由来のハチミツの商品化
ロキヌアの栽培実証試験
・田園エネルギー活用型の県立大エコビレッジ構想等のブランデイング研究を推進

②産学官連携学術交流センターの連携活動強化
日県内企業との連携、協力 (地域住民 口農業者 E企業との交流の場 (県大カフェ)の

キックオフシンポジウムを開催)

・産学官マッチングイベントヘの出展 (Matching HUB Kanazawa 2022)
日食品技術者ネットワーク公開セミナーの開催
・国連大学、金沢大学、石川県と共同で世界農業遺産「能登の里山里海」での保全活動

⑥学生の地元定着
・石川の農林水産業について学ぶ地域思考型の授業「石川の自然と農林水産業」の実施

・地元企業 トップや農業経営者を招き就職支援セミナーを開催

④海外大学との交流、進塑Ω建坐
・タイのカゼサー ト大学とランシット大学との交流協定締結
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3 業務運営の改善・効率化に関する目標

(1)ガバナンス機能の強化

(看護大学 )

・委員会構成を見直 し、あらたな委員会 ロワーキングを設置するとともに、令和 5年度から看護学部長の

職の新設を決定

(県立大学 )

日経営 トップと教職員が意見交換を通 じて、相互理解を深めるため、理事長の研究室訪間を実施

・大学院進学者の確保に向けて、次年度に大学院運営検討委員会を新設することを決定

(2)両大学問連携の推進
日合同研究発表会及び合同 FDセ ミナーをオンラインで開催

・両大学の共同研究として小学校で防災授業を実施

(3)事務組織等の整備と効率化

(看護大学 )

口各種会議のペーパー レス化を推進

(県立大学 )

・附属農場に学生の実習指導ができる技術職員を雇用

(4)教員にインセンティブを与える仕組み

(看護大学)

口新たな単年度教員評価の導入に向けてインセンティブの対象者及び内容の検討を開始

(県立大学 )

・競争的資金等の獲得状況に応じた研究費の傾斜配分



4 財務内容の改善に関する目標

(1)外部資金の獲得
・看護大学

前年度比+237,892千 円/+36件 (R4:282,142千 円/93件、R3:44,250千円/57件 )

日県立大学

前年度比+62,562千円/+16件 (R4:252,117千 円/157件、R3:189,555千円/141件 )

(2)志願者の増加に向けた取り組み

(共通 )

Bオープンキヤンパスを対面とオンラインで開催

・大学院生を対象とした独自の授業料減免制度を創設

(看護大学 )

・大学公式 YouTubeチ ャンネルを開設
□北陸 3県の高校の進路担当教員との懇談会を開催

(県立大学)

・愛知県で学生募集説明会を新たに開催
日SNSを定期的に更新 したほか、各学科及び響緑祭の紹介動画を YouTubeで 発信
田大学院特待生制度を見直し、令和 6年度入学生から特待生数の上限を撤廃
日学部生の学会参加費の助成
・大学院単位の先行取得制度を創設
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5 自己点検評価及び情報提供に関する目標

(1)大学への評価を活用 した取組み

(看護大学 )

・ PDCAサ イクルを意識 した大学運営を実施

(県立大学 )

日入学者選抜試験で合否判定システムの運用開始

(2)大学活動に関する情報発信を推進

(看護大学 )

B学生の意見も取 り入れてポスターを作成 し、県内の高校と実習施設に配布

(県立大学 )

・教育、研究、SDGsの取 り組みをホームページで公表



6 その他業務運営に関する目標

(1)施設設備の計画的な更新
・修繕計画に基づく吸収式冷温水機 (看護大)、 空調設備 (県立大)、 自動火災報知設備 (県立大)、

水理実験棟 (県立大)の改修等

・令和 5年度から 10年度までの施設 □設備の整備計画、備品の更新計画を策定

(2)全学的な安全衛生管理体制の整備

(看護大学)

・学生、教職員の安全確保と健康保全のため、衛生委員会による職場巡視を実施

(県立大学)

・新型コロナウイルス感染症対策として、各サークルが作成 した感染対策ガイ ドラインに基づく

活動の承認
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石川県立看護大学の教育研究等の質の向上に関する目標

I教育に関する目標
1教育の内容及び成果等

(1)学士課程

①学生の受入れ

アドミッション・ポリシー (入学者の受入れ方針)に基づき、学生を確保する。高大接続改革に沿つてアドミッション・ポリシーを一層明確化しt入学者選抜方法を適切に設定する。中
期
目
標

項目別実施状況

判断理由(計画の実施状況等)

・オープンキヤンパスを3年ぶりに対面及びオンラインで開催した。
・要望のあつた高等学校2校 (野々市明倫高校 :7月 、星稜高校 :1月 )に看護
教員を派遣し、看護職に関連した出前講座を実施した。
・大学公式YouTubeチ ャンネルを開設し、最新の情報をホームページから随
時発信したほか、「大学コンソーシアム石川」関連事業に積極的に参加し、
大学情報を提供する機会を増やした。
・大学・大学院のイメージアップのため、学生と意見交換して高校生にインパ

クトを与えるポスターを作製した。
・北陸3県の高校の進路担当教員との懇談会を開催し、本学の求める学生

像を周知するとともに、入試方法に関する意見を徴収した。10月 には大学コ

ンソーシアム石川主催の「学都石川」高校教員対象のキャンパスツアー(大

学紹介)の企画に参画した。
・アドミッションアドバイザーの情報と懇談会の意見等も参考に、令和7年度
入学者選抜における入試科目として利用する教科等を検討し、公表した。

自己

評価

Ⅳ

年度計画

【大学の方針や情報の提供】
・オープンキヤンパスや出前授業を通して大学の方針
や情報を提供すると同時に、前年度までの実施結果
を踏まえて、さらなる改善を図る。
【高大接続に沿つた入試改革】
・高大接続会議を開催し、入試方法や入試改革に関
する高校側の意見聴取を行い、今後の入試制度に関
する検討を行う。

No

1-1

中期計画

アドミッション・ボリンーに沿つて、
オープンキヤンパス、ホームペー
ジ、高等学校での出前授業等を
通して大学の方針や情報を提供
するとともに、高等学校との交流
を深め、高大接続改革に沿つた
入試改革を検討すると

No

1



項目別実施状況

石川県立看護大学の教育研究等の質の向上に関する目標

I教育に関する目標
1教育の内容及び成果等

(1)学士課程

②教育の内容

で教育を行う

に

ニングに基づき
に基づき

シー

ン
~

こ照
IJ

ディプロ るす

法な方

を授与
的

学位

効果
し

どな

認定卒業をり

を進める
よ

導入の

成績評価
的学修

正な適

(能動

把握し
フ
~

活

クティブ
の学修成果を
ア

生学

)

)

方針

方針の

実施の
与授学位業認定

(教育課程の編成
卒

てし

)

ら

)

ポ 1

ポ

ムフ

マ

ユキ力

中
期
目
標

判断理由 (計画の実施状況等 )

目 Fこ キ ユ フ ム の

学 生 (再 履修 学生 ) こ対 して個 男1 I こ履修登録の与旨導を 各学期の 履修登録

期間内に実施した。
・カリキュラム改正に伴い、履修学年が2年から1年 に移行した科 目の再履修

については、学生が不利益とならないよう時間割を調整した。

の て

地域住 協 カを得ながら地域る「 フイー ) レド実習 」は 、感染対策を徹底し 民の

活動を行つた 。活動報告会では、対面 の 他 | ライブ発信を行しヽ 学 生 が 住

民らと意見交換できる 場 "を設けた

地域住 民や社 活動 に貢献するヒュ マ ン ヘ ′レス ケア科目の 前期成果発

表会では 1 年生が対面 2-4年生 と教員 Iまオンラインで 開催した (参加者

ンで開催した (参加者20名 )対 面78名 オンライ 名 ) 後期 は オ ン イン 1 1 フ

成果報告者は 2年生3名 4年生7名であつ た 教 員が関わる活動を積極的

るヽことを確認した
I 紹 介 して しヽ ること 学生 んミ活動 回 数を増やして し

との 力 の

をオンラインで開催し、 自身の強みを見 出 し 自律 成長するための

関わ り
=)し

ヽて 」をテーマ | 学 生 が 自律 成長するた め の 実習指導 に つ しヽ

て検討した。(参加者 :11施設26名 、教員40名 )

・臨床教授等の称号付与数は、231名 (新規64名 、継続167名 )であつた。

自己

評価

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

年度計画

"リ
シーに沿つた教育運営】

・看護基礎教育第5次指定規則改正に伴い改訂した

玄衆

I鰯
遭畜薔薄ツ尻準纂斃勁 Iすヨ皇ぢ雪聾

営に努める。

聞 垂僚諸な鷺箪鋸携歩ティ忌縞 ぞ窪矯彦
つつ、必要に応じてオンラインを活用する。

醤  :
ついて意見交換を行う。

No

2-1

3-1

4-1

中期計画

I

部カリキュラムの課題について

検討し、力リキュラム・ポリシーに

沿つて、新カリキュラムおよびシ

ラバスに反映させる。また、各科
日間のつながりを明確にし、カリ

ユ

自発的な国内外の活動参加や
異学年交流を推奨して学生の主
体的な学修を促進するとともに、
アクティブ・ラーニングを取り入れ
たカリキユラムを推進することで
学修効果を高める。

臨床教授等を活用し、医療・社会
制度の動向に沿つた教育を実施
する。

No

2

3

4

-11-
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・教育上の課題の把握と改者に向けた検討を行うため、ディプロマ・ポリシー
の項目を細分化し、学生 (294名 に実施、回答率905%)お よび卒業生 (244
名に実施、回答率148%)に対し達成度を調査した。
・調査に基づきディプロマ・ポリシーにおける「学生レベルでは理解困難」や
「多様な価値観の理解とコミュニケーション能力を高めることが重要」との指
摘があった内容について教員間で共有し、各教員の授業内容に反映させ
た。
・新カリキュラムが開始されるにあたり評価方法の検討を行い、学生による
授業評価に関する授業アンケートの見直しを行つた。

Ⅲ

【教育上の課題の把梃と大字の特色を生かした改吾】
・教育上の課題を教育方法と教育課程の側面から把
握し、改善を継続する。

5-1

ディプロマ・ポリシーに沿つて、科
目ごとの成績評価基準を精査
し、教育上の課題および学修状
況の把握・改善に活用する。

5



項目別実施状況

石川県立看護大学の教育研究等の質の向上に関する目標

I教育に関する日標
1教育の内容及び成果等

(1)学士課程

③教育の成果

て必要

する。

え 、のと中
期
目
標

判断理由(計画の実施状況等)

して

を行しヽ その結果 こ基づき学部の 3 つ のポ Jシーの見直 し 学部の3つのポ

リシーは継続することとした。
・臨床現場の求める人材像を現場の管理者等との懇話会を開催して把握

し、ディプロマ・ポリシーは継続することとした。

に し、 の に ア ト

調査を行しヽ 結果を学 内で共有すると I 対面講義や実習においてオン
点を 入 れライン技術のいつでも、

た教育改善につなげた
ど か ら でもア クセ ス できるとしヽ つ た 利 取 り

さら 教育の DX 化 向 けて 令和5年度入学生

からの電子教科書導入に対応した教員用モバイル端末

電源工事、新たな授業方法の検討などを実施した。
の 購入、講義室の

・6つの医療機関の看護部に本学卒
行い、その結果得られた「臨床推論

業生の実践 カ に つ しヽ て聞き取り調査を

力を 同 める必要性がある」としヽ う課題の

改善のため、令和4年度のカリキユラム改定
と診療補助技術論I・ H」 を新設した。

こおいて「フィジカルアセスメント

自己

評価

Ⅲ

Ⅲ

年度計画

【3つのポリシーの見直し】
・学生の意見を集約し、大学の教育理念に照らして学
部の3つのポリシーを一体的に見直す。
・臨床現場の求める人材に合うようディプロマポリシー
の改善について検討する。

顧戸百蔵果に関する調査結果の共有と改善策の策定】
・アンケート調査等を集約し、学内で共有するととも
に、教育内容の改善につなげる。
・聞き取り調査の結果から得られた「臨床推論力を高
める必要性がある」という課題を反映した科目を新設
する。

No

6-1

7-1

中期計画

大学の教育理念および特色をニフ香
まえ、学部の3つのポリシー(デイ
プロマ・ポリシー、カリキュラム・

ポリシー、アドミッション・ポリ
シー)を学生の視点に立って一

体的に見直し、豊かな人間性を
備えた看護職者を育成する。

卒業生や医療機関を対象とした
アンケート等を通して学部の教
育成果を検証し、教育内容を改
善する。

No

6

7

-13-
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項目別実施状況

石川県立看護大学の教育研究等の質の向上に関する目標

I教育に関する日標
1教育の内容及び成果等

(2)大学院課程

①学生の受入れ

人 やン にのア中
期
目
標

判断理由(計画の実施状況等)

｀
′′ 3 の

プンキヤンパス

に 、 し、

活動を随時発信した。
・大学案の、大学院の教育内容に関するページを一新し、情報を充実させ

た。また、県内病院に本学の大学院を紹介するA2ポスターを作成し、配布し

た。
・合格者の入学辞退を回避するために、令和5年度入学試験日程を前倒しし

た。

自己

評価

Ⅲ

Ⅲ

年度計画

【
嵩
子修支援の方策の検討】

・社会人の大学院進学の喚起および大学院生の学修
支援を目的に開催している大学院教育懇談会を継続
し、新型コロナウイルス感染症の影響下でも実施でき
る方策について引き続き検討する。

【広報媒体の改善】
・入学後の大学陽生活がイメージできるようホーム
ページ及び大学案内を充実させる。
・職業経験を有する社会人と学部学生の大学院入学

を安定的に確保するために、入試方法の改善を図る。

No

8-1

9-1

中期計画

アドミッション・ボリシーに沿つて、
社会人や在学生の大学院で学
ぷ意欲を喚起するとともに、学修
支援の方策について検討する。

国内外の受験希望者が教員の

教育研究活動を理解しやすいよ
うホームページを充実させるとと
もに、入試方法の改善を図る。

No

8

9



項目別実施状況

石川県立看護大学の教育研究等の質の向上に関する目標

教育に関する目標
司教育の内容及び成果等

(2)大学院課程

②教育の内容

内容を検討し、必要な改革を行う。
し、

また、高度実践看護師の教
して、中

期
目
標

判断理由(計画の実施状況等)

明 し、

看護師(APN)の やNP教育課程に関す 的に行つ

た。
・日本看護系大学協議会等においてCNS教育課程の在り方の見直しが論

覇鶏ど無禦漢幕響絣灸謡   蟄壁洗
を決定した。

に

井 昌 山の 医療施設 も含 めた1 4施設から20名 の参加に対 し 学長 か ろ「 本

究の方 向性」と題した講義 研究科長から 本学学大学院の今後の教育 研

大学院の今年度 の動 向 修 了 生 の 動 向の報
五

を行つた 懇談会の参加者

間で意 見交換 質疑応答を行うとともに 大 学院への期待や修 了 生 へ の 評

基準を見直した。

自己

評価

Ⅲ

Ⅲ

年度計画

に I

・CNS(専 門看護師)教育の充実など、高度実践看護

師の継続的養成に向けた検討を行う。

潔戟税螺零蘇装通
年巧f琢鰯健事庫魏鰈ヒ恐霰響客豊
る。

No

10-1

11-1

中期計画

新たな高度実践看護師の憂成

等に向けて教育内容を検討し、
カリキユラム・ポリシーに沿つて、
必要に応じて新課程の開設等を
行う。

大学院生の修了後の動向を把
握するとともに、ディプロマ・ポリ
シーを再考し、現行カリキユラム
や論文指導等の課題把握および
改善を図る。

No

10

11

-15-
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項目別実施状況

石川県立看護大学の教育研究等の質の向上に関する目標

教育に関する目標
1教育の内容及び成果等

(2)大学院課程

③教育の成果

看護を取り巻く状況が高度化、複雑化、専門化する中にあつて、より質の高い看護を提供する実践者、広い視野を持ち、現場の状況を踏まえた教育者・研究者を育成

する。
中
期
目
標

判断理由(計画の実施状況等)

ノ ン

」、「ビジュアル看護実践論」、「ビジュアル看護社会実装演習」を新設し
た 。

・アンケート 面

オンラインの双方を活用した柔軟な授業対応、指導教員への研究指導方法
等の要望に対し改善を図つた。

自己

評価

Ⅲ

Ⅲ

年度計画

【ポリシーの見直し】
・高度な知識や実践力を備える人材を育成するため
の大学防の3つのポリシーについて、見直した内容に
基づいてカリキュラム、教育内容の改善を図る。

【アンケード等を通して大学院の教育を検証、改善】
・修了生へのアンケートやヒアリング等を通して、大学
院の教育成果を検証し、教育内容を改善する。

No

12-1

13-1

中期計画

大学の教育理念および特色を踏
まえ、大学院の3つのポリシー
(ディプロマ・ポリシー、カリキュラ
ム・ポリシー、アドミッション・ポリ
シー)を学生の視点に立つて一
体的に見直し、高度な知識と実
践能力を備えた研究者、看護専
門職を育成する。

修了生を対象としたアンケート等
を通して大学院の教育成果を検
証し、教育内容を改善する。

No

12

13



項目別実施状況

石川県立看護大学の教育研究等の覧の向上に関する目標

I教育に関する目標
2教育の実施体制等

(1)教育の実施体制

てヽし、

時に 育研究教努めの改善援体制支

てし

指導や教育
士

研究同るとめ 充実させる。専攻分野の専門性を
中
期
目
標

判断理由(計画の実施状況等)

規定を変更
究指導教員

し 人間 博士後期課程の 研

准教授で あ つ できる基準を満たす場合
に は博士前期課程 後期課程とも I 研究指導教員となれるように改定した。

¬コ和4年度は3名 の准教授について研究指導教員資格 (大学院教員資格

銅爛鰈選鋪軽粋奎畳擬踵ギ
習)等を行つた。

自己

評価

Ⅲ

年度計画

露    石lll県の地域麟 構想
の進捗等を考慮し、教育研究組織における教員配置
の適正化を図る。また、そのための教員組織の在り方
を検討する。

No

14-1

中期計画

組織的に学部・大学院の改正力
リキュラムを遂行するため、運営
上の課題を検証し、適切な教員
配置や指導体制の改善など、必
要に応じて教員組織の改編を行
う。

No

14

-17-
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項目別実施状況

石川県立看護大学の教育研究等の質の向上に関する目標

I教育に関する目標
2教育の実施体制等

(2)教育活動の点検評価・改善

教育活動を点検評価し、評価結果に基づき教育活動の改善を図る。中
期
目
標

判断理由(計画の実施状況等)

ス いて、 に

評価を実施した。授業評価の結果、学生の総合的満足の評価は高く、「授
業準備」の項目が特に高かつた。教員が授業改善に活用できるよう評価結
果を学習管理システムで公開した。

自己
評価

Ⅲ

年度計画

【授業評価を活用した改善】
・学生による授業評価を継続して実施するとともに、評
価結果を教員にフィードバックし、授業の改善に取り
組む。

No

15-1

中期計画

学部・大学院において、学生によ
る授業評価を実施し、その結果
を活用した授業改善・改革を実
施する。

No

15



項目別実施状況

石川県立看護大学の教育研究等の質の向上に関する目標

教育に関する目標
2教育の実施体制等

(3)教員の教育力の向上

卜(にの イ・アイル テ中
期

目
標

判断理由 (計画の実施 1大況等 )

の ア イ 」 の

?柳 F翌電3峯盗言響塀冦娑垂:甲等彗夢な欝説ファカルティ・デイベロップ
メント)をスクールカウンセラーに依頼し、本研修によって、メンタルヘルスに
問題を抱える学生に対するスクールカウンセラーと教員との効果的な連携
について考えるきっかけになつた。

「こ て 、

ぞれの職位に求められる教育・研究能力について評価をした。とりわけ教授
職には講座スタッフの研究力・教育力の向上の支援ができるような講座運
営の方針を定めるよう指導した。

自己

評価

Ⅲ

Ⅲ

年度計画

【教員の教育力向上】
・大学コンソーシアム石川等で実施する教育力改善、
向上に関するFDセミナーに参加して、学生が主体的
に学ぶことができるアクティブ・ラーニング等に関する
具体的施策の情報を随時収集し、本学教員に発信
し、共有する。

【職位ごとの教育力やマネジメントカの基準を普及す
る】
・研究や教育の質向上に向けたファカルティ・デイベ
ロップメントを継続して実施するとともに、前年度に固
めた職位ごとの教育力、マネジメントカ基準を学内に

普及する。

No

16-1

17-1

中期計画

教育力向上に関する取り組みの
先進事例を調査し、教員の教育
力向上施策の具体化を図る。

職位に応じた指導能力を修得で
きるよう、職位毎の研修や昇任
者研修等においてフアカルティ・

ディベロップメンド研修を実施す
る。

No

16

17

-19-
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項目別実施状況

石川県立看護大学の教育研究等の質の向上に関する目標

教育に関する目標
2教育の実施体制等

(4)教育環境の整備

学生の学修意欲や教育効果の 向上を図るため、学生の字修環境を適切に整備する。中
期
目
標

判断理由(計画の実施状況等)

・教育のDX化に向けて、DX委 員会の設置、教務委員会での電子教科書や
モバイルパソコンの選定、学生・教員のオリエンテーション準備など教育の
実施体制を整備したほか、すべての学習エリアでノートパソコンを利用でき
るよう、無線LAN(Wトロ)と電源工事を実施した。
・洋雑誌のオンラインアクセス誌を18誌まで増やし、学外から学術誌を閲覧
できるように、電子図書館サービス(間 nOden)を 導入した。
・図書館情報を迅速に提示するため、電子看板を導入し図書館入り口に設
置した。
・ビデオ教材や電子図書、学術情報データベースの契約を継続し、オンライ
ン文献複写サービス(ARROW)を 導入した。
こ図書館内の照明をLED化し、図書館2階のがんばルームに検索用PCに接
続できる印刷プリンターを設置した。
・古くなつた図書・重複図書の整理と除籍を実施した(384冊除籍うち108冊 は
リユースされた)。

・新たな看護医療人材を養成するため、看護実習で活用するアバターロボッ
トなどを整備した。

・宰習管理システムの運用・管理を継続し、新入生、大学院生・教員に図書
館情報システム利用方法のガイダンスを実施した。
・洋雑誌の冊子購入からオンライン化を推進し、18誌においてオンラインアク
セスを可能とした。
・学外から学術誌を閲覧できるように、電子図書館サービス(Kinoden)を 導
入した。

自己
評価

Ⅳ

Ⅲ

年度計画

【学修環境の充実】
・効果的な教育に必要な学修環境の充実を図るため
に、教育用備品の整備および更新を継続する。

【自学自習の環境整備】
・学生の学修意欲や教育効果を向上させるために、学
生の自学自習のための環境整備および利用促進を図
る。

No

18-1

19-1

中期計画

教育資材の計画的な更新を図る
とともに、効果的な教育に必要な
学修環境の充実を図る。

図書露やICT琴を活用した目字
自習の環境整備を図る。

No

18

19



項目別実施状況

石川県立看護大学の教育研究等の質の向上に関する目標

教育に関する目標
3学生への支援
(刊 )学修支援

に み疑「こ中
期
目
標

判断理由(計画の実施状況等)

石 〕I の ア

石 川の事業で優秀賞を獲
ホームページで積極的十

得するなど顕 著な取組みをした 学 生 教 貝 の活動

を 情報発信した。

学 生の地域活動 (生き生き健康サークル、子育て応援隊ひよつこ、かほく

市の防災訓練事業等への参加)が行われ、顕著な取

績優秀な個人に対し、卒業式に学長表彰を行つた。
組を行つた団体や 成

要 め

のアンケ 卜項目との重複を整理するととも 学生 ことって 回 答しやすしヽ

撤   納 爛
を1月 に実施し、さらなる学修支援の充実に

向けて意見交換を行つた。

つ こより、 の

瑠 研 勁 段
敏 af早邊菜基密凛諦遊幡説留出習Pウ

ンセ

:跡銃3換告含写雪塁1薯避鯉誌郊鯛
鶏 [覇蝶  【塊 席 蹴 多グの不ll用状況ととに 各担任帯目

強最皇鋼尉窺耀点鈴蟹所農動響寝事吾協育研究審議会等で検討し、次年
度から担任数を増員することを決定した。

自己

評価

Ⅲ

Ⅲ

Ⅳ

年度計画

I事笙囲亀魯な宅竪だ喝よ毒糎糸_ムページを通じて
情報発信するなど積極的な広報活動に取り組む。
・地域での学修や活動、模範となるボランティア活動

等に主体的に取り組んだ学生、成績優秀者等に対し

ての学長表彰を継続して実施し、学生の勉学や地域
活動への意欲を高める。

藪 :易
修支援の充実を継続して図る。

埓議督妻景呈峰覇旨雅肥選 量箸雷識控墓埓g祀鷲吾
と

る。
・これまで実施してきた外部カウンセラーによる学生相

談の実績について、効果を検証し体制のあり方を点検
する。

No

20-1

21-1

22-1

中期計画

表彰制度などを活用す に

より勉学や地域活動等に対する
意欲を促すとともに、地域におけ
るボランティア活動など、主体的
な学生の取り組みを支援する体
制を整備する。

アンケート調査などを通して学生
の要望を把握し、学修支援の充

実を図る。

学修や生活上の課題とその背景
を把握し、相談体制などの支援
体制を整備するとともに、それら
を解決するための組織的、一体
的な体制を構築する。

No

20

21

22

-21-
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項目別実施状況

石川県立看護大学の教育研究等の質の向上に関する日標

I教育に関する目標
3学生への支援

(2)進路支援

中
期
目
標

判断理由(計画の実施状況等)

の

月にも開催し、就職活動の動向の情報を早期に提供した。
・低学年模試 (3年生対象)を年2回 実施した。

自己

評価

Ⅲ

年度計画

【主体的なキャリアプランの実現】
・キャリアイメージの早期形成を促すために、全学年
対象に卒業生等との交流の機会を設ける。
【進路支援の実施】
・国家試験対策の早期実施等、就職及び進学への支
援を行う。

No

23-1

中期計画

学生が主体的 リアプランを
実現できるよう、資格取得支援
や進路先に応じた進路支援を実
施する。

No

23



項目別実施状況

石川県立看護大学の教育研究等の質の向上に関する日標

I教育に関する日標
3学生への支援
(3)卒業生・修了生支援

ャリアに了中
期
目
標

判断理由(計画の実施状況等)

へのアン して、

アワー時に同窓会活動を周知した。
・3年生が卒業後の具体的なキャリアを思い描けるように、卒業生との座談

会を行つた。

自己
評価

Ⅲ

年度計画

創穣郭腋雪移擁桑8蔀霊染
する。

No

24-1

中期計画

同窓会と連携して卒業生および
修了生の情報を整備し、卒業・修
了後のキャリア形成支援に活用
する。

No

24

-23-
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項目別実施状況

石川県立看護大学の教育研究等の質の向上に関する日標

コ研究に関する目標
1研究の水準、方向性及び成果

映した研究及び看護学の発展に貢献する研究を行い、その研究成果を公表する。中
期
目
標

判断理由(計画の実施状況等)

5 、12

施内容、成果について検討を行つた。包括的連携 業としては、「モーニン

グWALK&EAT」 で坂道ウォーキングコースの普及に取り組んだ。
・かほく市が受託した県いしかわ里山振興ファンド事業(R3-R5)で 採択され
た「地域伝統の発酵食品を使用した健康発酵食弁当の開発」に参画し、大
海かぶら寿司の成分を県立大学の協力を得ながら栄養面から分析した。
'珠洲市からの受託事業「すず健やか事業」(H27年―)を実施し、健康測定
データの分析を行つた。
・事業の成果等を、ホームページや自治体の広報誌等で公開した。
・民間企業と共同研究講座「看護理工学」の令和5年度開設に向けた協定を
締結した。

こつ

いての講義、及び科研費申請書作成のアドバイス等を行い、講義資料を学

内イントラに掲載した。
・学内研究助成において、若手研究者の研究活動の充実に資するよう応募

要件を緩和し、14件の応募があつた。
・学内研究助成成果報告会を開催し、前年度に終了した6つの研究の代表

者がポスターおよびオンラインで発表した。
・全体会議等の場で研究成果の公表、さらには学外者による査読が行われ

る全国誌・海外論文誌への投稿を学長が奨励した。

自己

評価

V

Ⅲ

年度計画

【課題解決につながる研究の推進】
・これまで実施、支援してきた地域の課題解決事業に
ついて、事業推進上の課題を検討し、その結果を自治

体と共有すると同時に、今後も継続して新たな事業を

積極的に提案する。
【成果の公表】
・終了した事業の成果等について公開講座やホーム
ページ等で学外に発信する。

て各教員の研究活動の推進】
・科学研究費補助金や受託研究費をはじめとした外部
研究資金情報や学内研究助成の機会を提供するとと
もに、申請を促す研修会を開催するなど、応募勧奨を
行う。また、研究成果の公表、特に全国誌への投稿を
奨励する。

No

25-1

26-1

中期計画

地域、行政、保健、医療及び福
祉分野等の課題解決につながる
研究を推進し、公開講座等によ
り成果を公表する。

各教員の研"九活動の活性化お
よび成果の公表 (論文、学会等
での発表等)を推進し、研究業績
の質口量の向上を図る。

No

25

26



項目別実施状況

石川県立看護大学の教育研究等の質の向上に関する目標

Ⅱ研究に関する目標
2研究の実施体制

中
期
目
標

判断理由(計画の実施状況等)

の

囲醒翔磐鰯鶉疑兌鉱』夢勤
熙 鑑魏鐸 騨勘 奮蔑靱轟

覇紐礫Ⅲ躙結晶瑞詫躁螂雛
テーマや研究時間確保の方法についての報告会を開催した。

自己

評価

Ⅲ

年度計画

【研究推進体制の整備】
・研究時間を確保するために、大学運営における業務

負担を見直す。
・教員からの聴き取り調査等を通じて大学全体の研究

推進体制の課題を把握し、新任教員等の研究紹介や

科研費申請書のブラッシュアップ支援の更なる充実な
ど、必要な整備を行う。

No

27-1

中期計画

研究時間を確保するために大学
運営に対する業務を見直すとと

もに、大学全体の研究推進体制
の課題を把握し必要な整備を行
なう。

No

27

-25-
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項 目別実施状況

石川県立看護大学の教育研究等の質の向上に関する目標

Ⅲ 地域貢献に関する目標
司地域における産学官連携の推進

県内の病院や県、市町、他大学、研究機関、地域等と連携し、地域が抱える課題の解決や地域医療の充実等に貢献する。中
期
目
標

判断理由(計画の実施状況等)

・地域ケア総合センター事業冥施のために地域ケア総合センター′ヽンフレッ
トやホームページ、メルマガ等を用いて広報した。
・県内の看護職のスキルアップのため、人材育成事業として、事例検討会 (5

分野19回 )や、石川マネジメント塾 (8回 /年 )、 褥塘管理のスキルアップ(2回 /

年)、 看護研究に活かせる現象学を学ぶ (3回 /年 )、 新人助産師のスキル
アップ、臨床で行うリンパ浮腫ケア、看護に活かすポケットエコー等を実施し
た。
・令和3年度に開催したスキルアップ研修の参加者からは、対面での研修は
臨場感があり、学びや同期との交流が深まつたと好評であつたことから、令
和4年度の研修開催は対面を増やした。
・県内5病院から看護研究指導の依頼があり、5名 の講師を派遣したほか、
能登北部地区の医療機関を対象とした「ご当地版在宅療養移行支援システ
ム創り」に取り組んだ。

・大学コンソーシアム石川の地域課題研 "九ゼミナール支援事業に、本宰の

学生・教員とかほく市の共同事業「壮年期の運動不足を解消する実践的ア
プローチについてとが採択され、本事業の実績を大学コンソーシアム石川主
催の2022年度アクティブフォーラムで発表し、優秀賞を受賞した。
・かほく市の地域公開講座 (いきいき世代とつくる健康教室)を 5回 実施した。
・FMかほくと連携し、毎月1回健康に関するミニ講座に出演し、健康づくりに
関する情報を地域住民へ提供した。
・3年ぶりに開催された能登町主催の「猿鬼歩こう走ろう健康大会」に参加
し、教員と学生による地域住民の健康チェックを行つた。

自己

評価

Ⅲ

Ⅲ

年度計画

【看護の質向上につながる支援】
・地域ケア総合センターの人材育成事業として、看護
職者等を対象とした事例検討会や医療機関等への講
師派遣を継続して実施するとともに、積極的に広報活
動を行う。
・看護ケア向上のため、前年度に実施したスキルアッ
プ研修等の効果や成果について検証する。

【地域活性化等の支援】
・地域住民の健康、福祉の向上を図るため、かほく市
等と連携し行っている健康増進関連活動や、公開講
座については、状況に応じてオンライン等も活用しな
がら、引き続き実施する。

No

28-1

29-1

中期計画

地域ケア総合センターの機能を
活かし、現場の看護職者の二一
ズを把握して看

~護
の質向上につ

ながる支援を、研究成果と関連
付けて行うとともに、その効果や
成果を検証する。

地域のニーズ調査等、多様な方
法で地域ニーズを把握し、自治
体や大学コンソーシアム石川等
と連携して地方創生を推進する
とともに、広く地域活性化等の支
援を行う。

No

28

29



項目別実施状況

石川県立看護大学の教育研究等の質の向上に関する日標

亜 地域貢献に関する目標
2地域人材の育成と定着の促進

し、のの及医中
期
目
標

判断理由(計画の実施状況等)

券
して参加した。

自己
評価

Ⅲ

年度計画

【地域に対する学生の関心の向上】
,地域に対する学生の関心を高めるために、大学コン
ソーシアム石川におけるグローカルチヤレンジプログ
ラムの実施、地域のボランテイア活動等、学生活動の

支援を継続して実施する。

No

30-1

中期計画

地方創生推進事業(COC+)およ
び地域における健康増進活動等
を通して、地域に対する学生の

関心を高め、地元定着率を維
持・向上させる。

No

30

-27-
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項目別実施状況

石川県立看護大学の教育研究等の質の向上に関する目標

Ⅲ 地域貢献に関する目標
3社会人教育の充実

地域が求める人材の高度化・多様化に応え、生涯を通じた肩度な知識の修得の場として教育内容を充冥させるとともに、社会人が字びやすい環境を堅偏する。中
期
目
標

判断理由(計画の実施状況等)

・県内病陽のニーズ訓査琴を基に、令和5年度は、特定行為研修を含む反
膚・排泄ケア認定看護師教育課程の令和6年度の開講に向けた準備に取り
組むことを決定した。
・感染管理認定看護師教育課程((7月 -2月 )42名 )、 認定看護管理者教育課
程((サードレベル、全3期 )21名 )に対し、学習支援と教員との相談が適宜行
いやすいように学習管理システムを活用して授業や実習を実施し、全員が
修了した。
・県委託事業はオンラインで、「感染管理看護実践力向上研修(6月・3月 、計
119名 )」 、「保健所感染症対応力向上研修(5月・7月・9月・11月 、13名 )」 、「看
護教員現任研修(6月・8月・11月 、計117名 )」 、「看護管理者経営研修(11月・
12月 、48名 )」 、「皮膚・排泄ケア研修(11月 、31名 )」 の5事業を実施した。
・認定看護師教育課程の修了生のネットワーク構築を目的としたフォロー
アップセミナーに、修了生を支援する看護管理者を招いた特別講演 (2月 、
約350名 )を新たに加えオンラインで開催した。

自己
評価

Ⅳ

年度計画

【看護職者のキャリア形成に貢献・強化】
・これまでの実績を検証し、令和6年以降の看護キャリ
アセンターの運営方針を運営委員会において検討す
る。
・2つの教育課程「感染管理認定看護師教育課程及び
認定看護管理者教育課程 (サードレベル)」 の充実を
図る。
・石川県受託事業による看護師等のキャリア形成に係
る事業を実施する。
・修了生に対するフォローアップ研修をおこない、ネッ
トワーク構築を支援する。

No

31-1

中期計画

看護キヤリア支援センターの機
能を活かし、新たな認定看護師
の養成など看護職者のキャリア
形成に貢献するとともに、実績を
検証する。

No

31



項目別実施状況

石川県立看護大学の教育研究等の質の向上に関する目標

Ⅳグローバル化に関する目標

よ国中
期
目
標

判断理由(計画の実施状況等)

日米

を75

回(延べ149人 )開催した。
・異文化理解のため、インターナショナル・カフエをタイ友好協会、石川県国

際交流協会の協力を得て、タイの留学生2名 と韓国出身の県国際交流員 1

名を招いて開催し、学生・教員7名 が参加した。

Jノイ コロラ

演会を2回 開催し
の研究デザイン、
開請し、活発な意

た 教 貝 大学院生対 象で は看護実践を進歩させるた め

学部生 | こは看護師の )―ダ Iこなるため の 道をテーマ に

見交換を行つた。また イ Iリ ノイ大学の招聘教授から大学

院生 や教 貝 へ の 英語論文指導やコミユ ー ケーシ ン機会をオンラインで提供
した。
・通年でネイティブ講師による英語講座を41回 (延べ75人 )、 韓国語講座を75

回(延べ149人 )開催した。

」lCA) い て ヽス

ジュール、メンバー等について調整を行つたものの、コロナ禍の収東が見込

めなかつたため渡航を断念したが、パラグアイ日系研修「高齢者福祉におけ

るケアシステムと人材育成」をオンラインで開催し、パラグアイから3名 とブラ

ジルから1名 が参加した。

自己

評価

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

年度計画

【学生の異文化理解等を深める】
H国 際的な学術交流事業、学生の異文化理解の促進
につながる活動、海外研修やその事前学修としての

研修先の語学講座等、これまで取り組んできた事業を
継続して実施する。対面が難しい場合は、積極的にオ
ンラインを活用し、国際交流する機会を確保する。

鶏 ひラ解 臨 E基ちΨ 環培 洗

教員を活用し外国語講座を開講する等、国際的に活

躍できる人材を育成する。

【海外からの研修員等の受入れ】
・国際協力機構 (」ICA)等 の国際機関と連携し、新型
コロナウイルス感染症の状況を注視しつつ、日系研修

等の海外からの研修員受入れ事業を実施する。
・令和元年度に採択された草の根技術協力事業の内
容について、引き続き検討のうえ、実施する。

No

32-1

33-1

34-1

中期計画

海外研修の充実や国際交流の

促進を図るとともに、学生の異文
化理解を深める。

英語教育の充実等により、学生

及び教員の語学力の強化を図
る。

国際協力機構 (」 ICA)等 の国際
機関と連携し、積極的に海外か

ら研修員等を受入れる事業を推
進する。

No

32

33

34

…29-
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項目別実施状況

石川県立大学の教育研究等の質の向上に関する目標

I教育に関する目標
1教育の内容及び成果等

(1)学士課程

①学生の受入れ

アドミッション・ポリシー(入学者の受入れ方針)に基づき、学生を確保する。高大接続改革に沿つてアドミッション・ボリシーを一層明確化し、入学者選抜方法を適切に設定する。中
期
目
標

判断理由(計画の実施状況等)

・4月 ヒ買から県肉高校への訪間を行い、7/7に 県肉高校教員を対象とした宰
生募集説明会を開催 (33校・35名参加 )。 本学の概要説明や入試説明の
他、希望者に対して施設紹介を実施した。
・8/6にオープンキャンパスを対面とオンラインのハイブリッドで実施し、県内
外から307名 が参加。ミニ講義や実験体験、キャンパスツアー、研究室訪問
等を行つた。
・県外の高校教員を対象とした学生募集説明会を富山県(9/26、 4校参加)、

長野県(10/26、 2校参加)に加え、新たに愛知県 (11/22、 6校参加)で開催し
た。
・情報発信による本学PR実施のため従前の大学案内、募集要項、広報誌
等に加えて、SNS更新を定期的に行い、82件の投稿を行つた。動画による情
報発信のため、各学科及び学園祭 (響緑祭)の紹介動画を計4本作成し発
信した。
・令和3年度の入学者選抜方法の変更が周知され、志願者の増加が継続
し、令和5年度の志願倍率は、本中期計画期間中、最高の67倍となった。
・高校教員の「総合的な探究の時間」の授業ノウハウ習得を支援するための
スキルアップセミナーを新たに実施し、高校との連携を強化した。

・高校からの意見や入試分析結果等をもとに、令和7年度(新課程)入試にお
ける情報教育科目の取扱いや既存の入試科目の扱いについて決定し、公
表した。
・令和3年度の入学者選抜方法の変更が周知され、志願者の増加が継続
し、令和5年度の志願倍率は、本中期計画期間中、最高の67倍となった。
・高校教員の「総合的な探究の時間」の授業ノウハウ習得を支援するための
スキルアップセミナーを新たに実施した。(8/17、 9/11、 10/9、 11/6)

自己

評価

Ⅳ

Ⅳ

年度計画

【高大連携強化及び効果的なアドミッション活動の実
施】
・県内の高校訪問や入試説明会を引き続き実施する
とともに、中部圏等県外の受験生に対する募集活動
の充実強化を図る。
・従前の本―ムページや大学案内、募集要項、広報誌
等に加えSNSや動画配信を活用し、アドミッション・ポリ
シーや入学者選抜方法はもとより、研究内容やコース
制を含めた本学の特徴を広くPRする。
・県内の高校を中心に今まで以上に連携を図り、高校
側の現状を把握するとともに、積極的に情報交換する
ことで高大連携を強化する。

【入試選板方法の分析及び高大運栃強化】
・次回の入試改革に向けて、アラカルト方式やC枠 (エ

業系)の導入といつた前回の入学者選抜方法の変更
点を分析するとともに、国の入試制度改革に関する動
向把握、情報収集に努め、必要に応じて対応策につ
いて検討し受験生の負担となる部分については2年前
告知ルールに基づき公表する。
・アドミッション・ポリシーに沿つた受験生増加のため
に、高校側との連携を積極的に図り、高大連携を強化
する。

No

35-1

36-1

中期計画

アドミッション・ボリシー つて、

大学案内や募集要項、入試説明
会等による積極的な広報活動を
行う。

アドミッション・ボリシーに沿つた
学生を受け入れるため、入学者
選抜方法や教育組織のあり方等
について検討し改善を図る。

No

35

36



項目別実施状況

石川県立大学の教育研究等の質の向上に関する目標

I教育に関する目標
1教育の内容及び成果等

(1)学士課程

②教育の内容

ングフ
~一クティブこ基

に

ン
~:ジ

ン
~ る

で教育を行う
す

法

与

的な方
学位を授

効果

し、卒業を認定り

を進めるなど
よ

の導入学修的能 動

図

適正な成績評価し、を把握学修成果
ア

学生の
づき

基づき
の方針

方針

施実

与の摂

の編成
学位

課程

業認定
教育

卒

てし

ジ

ポ

ポ Iマ

ラムユ

プ

キ′

イ

カ

ア

中
期
目
標

判断理由(計画の実施状況等)

'コース に 、コー の

敵縄盈伽 熱 催覇緒累雛

錨繋葡i疑翠曇欝鶉猫會建力、傾聴力など)を高めた。
・コース I ユ フ ツリー、 IJ ユ フ ・マッ

プの科目等に変更がないか確認し必要な修正を行つた。
・令和7年度入学生を見据え、情報教育科目および英語教育科目について,

授業科日間の接続をより明確にするため,教養教育カリキュラム・ツリーの

見直しの議論を開始した。

前期 は学生が能動的 こ授業に参カロするアクティブ ラーニング型授業とオ

ン フ イン授 業 対面とオンラインのハイブリッド型授業を実施した。後期から
学習などのアクティブ・ラーニング型授業を取り入れながら、は課題解決型

魏誘票象暮を室盆手冦盈厩酬 置芦存層撃常象者科目の内容の見
直しを実施した。

鍮 盈箭綿 :5爾覇電〒桑繁桑ゴ猪張
を

かにした。

自己

評価

Ⅲ

Ⅲ

皿

年度計画

【社会ニーズに応じた教育】
・コース制を含む学部4年間の教育について検証を行
い、社会ニーズに応じた効果的な教育及びキヤリア教
育を実践する。

【各科日間の連携強化】
・カリキュラムマップ、ツリーの点検・修正
各コースにおける科日間のつながりの明
図る。

を行うことで
確化と強化を

【効果的な教育】
・アクティブ・ラーニング型授業を引き続き実践するとと
もに、さらに効果的な教育方法について検討する。
【適正な成績評価法の確立】
・各ヨースにおける学生の成績を比較して、コース制
が成績に与える影響について検証し、適正な成績評
価法を確立する。

No

37-1

38-1

39-1

中期計画

新たな晨業環境や地域産業の

変化に対応できる人材を養成す
るため、社会ニーズに照らして、
教養教育、専門教育およびキャ
リア教育について4年一貫した方
向性 (カ リキュラム・ポリシー)を

策定し、シラバスに反映する。

教養教育、専門教育 (各字科 )、

キャリア教育における各科日間
のつながり(カ リキュラム・ツリー)

を明確にし、公開する。また、各
科日間の連携を強化し、常に改
善を図る。

ア ・ラーニングなどを導入
して主体的な学修能力を育成す
るとともに、ディプロマHポリシー
に沿つて、成績分布のあり方など
を検討して適正な成績評価法を
確立する。

No

37

38

39

-31-
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項目別実施状況

石川県立大学の教育研究等の質の向上に関する目標

I教育に関する目標
1教育の内容及び成果等

(1)学士課程

③教育の成果

生物資源環境宰に関わりの深い、晨林水産業や裂遣菜等の歴薬界、冨公斤、大字寄研究機関において目立した職業人、研
~九

者として活躍できる人材を育反する。中
期
目
標

判断理由(計画の実施状況等)

・令和元年度人字、令和4年度罪菜の各コースの字生に対して、コース制導
入の効果・課題や卒業研究、進路状況についてのアンケートを実施し、とり
まとめた。
i後期オリエンテーションの就活に関するアンケートの中で、就職活動に関
連したコース制のメリットや要望・意見についてのアンケートを実施し、とりま
とめた。

・キャリアデザインの基本を理解するとともに、実践できる力をつけるため、
教養教育科目「現代社会と生涯学習」を実施し、情報活用力、論理的思考
力、問題解決能力を養つた。
・石川の農林水産業について学ぶ地域思考型の授業「石川の自然と農林水
産業」においても、キャリア教育として、プロジェクト型学習を通じて、社会人
基礎力(主体性、働きかけ力、実行力、課題発見力、計画力、創造力、発信
力、傾聴力など)を高めた。
・1年生を対象にしたキャリア形成支援セミナーおよび2年生を対象にした
キヤリア形成・就職支援セミナーを後期オリエンテーション時に実施した。2
年生を対象にしたキャリア形成支援セミナーおよびいしかわ就活スマートナ
ビ説明会を前期オリエンテーション時に実施した。
・前期授業評価アンケード、後期授業評イ面アンケート及び卒業予定者アン
ケートを実施し、教育内容の改善を継続して実施した。(個 々の授業の説明
の仕方や資料などを分かりやすくする、学習管理システムを活用した資料
の効率的な配付、無線LAN(Wi一日)の整備など)

自己

評価

Ⅲ

Ⅲ

年度計画

【コース制導入効果の検証】
・自立した職業人あるいは研究者として活躍できる人
材を育成するため令和元年度に導入したコース制の、
初の卒業生の進路状況等その効果 '課題を検証す
る。

【アンケート等による教育成果の検証、改香】
・新たなキャリア教育科目の授業を実施する。
・学部 1、 2年生を対象にしたキャリア形成支援講座を
実施する。
・卒業予定者アンケーHこより、学部の教育成果を検
証し、必要に応じて教育内容の改善を継続する。

No

40-1

41-1

中期計画

太宰の教育理念および特色を踏
まえ、学部の3つのポリシー (ディ
プロマ・ポリシー、カリキュラム・

ポリシー、アドミッション・ポリ
シー)を学生の視点に立って一
体的に見直し、自立した職業人
あるいは研究者として活躍できる
人材を育成する。

卒業生や企業を対象としたアン
ケート等を通して学部の教育成
果を検証し、教育内容を改善す
る。

No

40

41



項目別実施状況

石川県立大学の教育研究等の質の向上に関する日標

I教育に関する目標
1教育の内容及び成果等
(2)大学院課程
①学生の受入れ

ン・ア中
期
目
標

判断理由(計画の実施状況等 )

た。
・大学院生の継続的な確保を目指し、令和5年度に「大学院運営検討委員

会」を設置することを決定した。
・大学院生を対象とした独自の授業料減免制度を創設し、学生に周知した。

て

度 や奨学金制度 等の修学支援制 度及ぴ研究内 容を周 知 した

大学院ヘの進学を経済的な面か ら促進するため 、大学院特待生制度を見
対象とした授業料減免直し特待生 の 定 貝 を撤廃するとともI 大学院生 を

制度を創設した。
・大学院進学の動機付けのため、学部生の学会参加費の助成や、大学院

単位の先行取得制度を創設した。

自己

評価

Ⅳ

Ⅳ

年度計画

珍電夢駅累絨鞘簡詔督ξ訳て引鈴き
密我基濯黙秘塙謎證じ観蒙纂

望朧 ながる効果的な
方策等についても引き続き検討を行う。

臨堕企野譜珊   奨学卸
蔑鯨驀翔酵躍綴罷躍盟藁
野歯憲争

の就職先の充実を図ることで入学者の増に

No

42-1

43-1

中期計画

アドミッション・ボリンーに沿つて、
大学案内、募集要項、入試説明
会等を通して積極的な広報活動
を行う。

アドミッション・ボリシーに沿つた
学生を受け入れるため、入学者
選抜方法について検討し改善を
図る。また、推薦入学制度や特
待生制度の活用など、優秀な人

材を確保する方策について検
討・導入する。

No

42

43
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項目別実施状況

石川県立大学の教育研究等の質の向上に関する日標

I教育に関する目標
1教育の内容及び成果等

(2)大学院課程

②教育の内容

中
期
目
標

判断理由(計画の実施状況等)

に し、 て、より

格な修士論文の指導を行つた。
・修士・博士論文の審査に関して規程を改訂し、審査手続きを明確にすると

ともに1標準的なタイムスケジュールを示した。

との 同セミ について、 9月 の に

向けて協議した。
・令和5年度の「トビタテ!留学JAPAN」制度を広報し、1名 の学生が応募した。
・就活に関するアンケートの結果を踏まえ、就職支援セミナーでWeb面接、

筆記試験対策を実施し、大学院生のキヤリア形成や就職活動を支援した。

自己

評価

皿

Ⅲ

年度計画

喫薙乳禦動嬰」黙昇法中間発表会を各専攻で実施し、

研究内容及び成果を確認して論文指導の充実を図る

等大学院生の研究の支援に努める。

【英語教育やキャリア教育、倫理に関する教育等の充

尋翡思嘉,瑠粥響暫寧撃覇鋳具ゴ
る。
・各種アンケートの結果を踏まえて、大学院生のキヤリ

ア形成支援の充実を図る。

No

44-1

45-1

中期計画

カリキュラム・ボリシーに沿つた
教育を実施するため、講義間の
連携、講義・演習の充実を図ると
ともに、ディプロマ・ポリシーに
沿つて、修士・博士論文の評価
法を検討する。

英語教育やキヤリア教育、倫理
に関する教育などの充実を図
り、グローバル化に対応できる人
材、しつかりとした職業観をもっ

た人材、研究者として活躍できる
人材を育成する。

No

44

45



項目別実施状況

石川県立大学の教育研究等の質の向上に関する目標

I教育に関する目標   .
1教育の内容及び成果等

(2)大学院課程

③教育の成果

て活ヽ公のしし中
期
目
標

判断理由 (計画の実施状況等 )

アシス ン こより 32 の 用

し、教育研究の実践を通して研究者の基本となる研究遂行能力及

の育成に努めた。

に て

た 。

自己

評価

Ⅲ

Ⅲ

年度計画

【研究者の育成】
・適任者をRA(リサーチアシスタント)として採用し、研

究者としての基本的な研究遂行能力の育成を図る。

る教育成果の検証、改善】
ユ各種アンケート結果等を参考にして就職支援セミ

ナーの内容を改善することで、大学院生のキヤリア形

締 縁粟瀧τ鉄鶏 稲竪縛 群

No

46-1

47-1

中期計画

大学の教育理念および特色を踏
まえ、大学院の3つのポリシー

(ディプロマ・ポリシー、カリキュラ
ム・ポリシー、アドミッション・ポリ
シー)を学生の視点に立つて一

体的に見直し、高度な知識と技
術、倫理観を有する技術者・研
究者を育成する。

修了生を対象としたアンケート等
を通して大学院の教育成果を検

証し、教育内容を改善する。

No

46

47

-35-
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項目別実施状況

石川県立大学の教育研究等の質の向上に関する目標

教育に関する目標
2教育の実施体制等

(1)教育の実施体制

教育目標を効果的に達成するため、学士課程においては、教育研究指導力の優れた教員を確保して適切に配置し、適切な教育体制を構築するとともに、大学院課程においては、

専攻分野の専門性を高めると同時に、研究指導や教育支援体制の改善に努め、教育研究指導を充実させる。
中
期
目
標

判断理由(計画の実施状況等)

H学長補佐会議13回 、新型コロナウイルス感染対策全体会議を6回 開催し、
大学運営の具体的案件の方針や決定を行つた。学生・教職員の感染状況
及び県の方針等を踏まえ、コロナ対策の大幅な緩和に順次対応しながら、
最大限の教育・研究効果の実現に努めた。

・環境科学科、食品科学科及び生物資源工宰研究所の教員の退職に伴
い、各分野の教育研究に最適な教員を採用した。

自己
評価

Ⅲ

Ⅲ

年度計画

【組織的かつ効果的な教育の実践】
・コロナ禍においても、学生の学修機会・質を最大限
に確保するため、学長及び学長補佐会議の指示のも
と、組織的かつ効果的な教育を実践する。

【適切な教員配置】
・今後も引き続き地域産業、社会を取り巻く環境変化
に対応した教育を提供するための人材確保に努める
とともに、適切な教員配置を図る。

No

48-1

49-1

中期計画

カリキュラム検討委員会、尋攻長
会議、教務委員会、教養教育セ
ンター、キヤリアセンター等が連
携して組織的かつ効果的な教育
を実践する。

大学の中長期計画 (あり方委員
会の答申)に基づいて学科・専
攻・系のあり方について検討し、
適切な教育組織を構築する。ま
た、教育組織を効果的に運用す
るため、適切な教員配置を図る。

No

48

49



項目別実施状況

石川県立大学の教育研究等の質の向上に関する日標

I教育に関する目標
2教育の実施体制等

(2)教育活動の点検評価・改善

の中
期
目
標

判断理由(計画の実施状況等)

ト ン

し、教育内 て実施した。(個 々の授業の説明
の 仕方 りやすくする、学習管理システムを活用した資料

鯨 毬紳 纂鍋盗陥筋どづ聖甍斃醒孔
ご2隼競夢ゼ窟矯猶配ξ理爆絆疋勢章雇と編卸 含

に

キャ プアデザインの基本をJ里角子するとともに、実践できる力を
」を実施し、情報活用力、

つ けるた め

学習 理 的 考

力 問
・石川の農林水産業について学ぶ地域思考型の授業r石川の自然と農林水

産業」においても、キャリア教育として、プロジェクト型学習を通じて、社会人

基礎力(主体性、働きかけ力、実行力、課題発見力、計画力、創造力、発信

力、傾聴力など)を高めた。

自己

評価

Ⅲ

年度計画

【アンケート等による教育成果の検証、改善】
〕授業評価アンケート等を分析し、必要に応じて教育

内容の改善を継続する。
・企業アンケート等の分析結果を踏まえ、教育活動の

改善を図る。

No

50-1

中期計画

授業評価アンケート、卒業生・修
了生・企業アンケートや教員自
己評価などに基づき、教育活動
を点検し、その結果を教育活動
の改善に反映するための方策を
検討し、実施する。

No

50
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項目別実施状況

石川県立大学の教育研究等の質の向上に関する日標

I教育に関する目標
2教育の実施体制等

(3)教員の教育力の向上

教員の教育力の改善と向上のため、教育研究環境の整備を行うとともに、授業の改善に向けたファカルティ・ディベロップメント(組織的に行う教員の教育力開発活動)を充実する。中
期
目
標

判断理由(計画の実施状況等 )

【フアカルティ・ディベロップメント研修の開催】
・石川県立看護大との合同研究発表会・FD(ファカルティ・ディベロップメン
ト)研修 (「次世代看護教育・研究へのDXの導入」)を 3/24に 、「アクティブ・

ラーニング」再考 :学生の学びを深めるICT活用を考える」を9/20に、「ハラス
メンドの予防に向けて一歩前へ 仮想事例を通じてコミュニケーションを再考
する」を10/18に 、「合理的配慮の考え方と本学の体制作りに向けて」を1/31

に、それぞれオンラインで実施した。
・「本学入学生の学力実態を知り、教学IRを考える」を11/29に対面で実施し
た。            '
【ICTの 活用】
・前年度に引き続き、オンライン授業を円滑に実施するために、必要なウェ

ブ会議サービスやクラウドサービスを利用できる環境を整えたほか、学内の
無線LAN(Wi一日)の拡充やオンラインティーチング=アシスタントの配置を行つ
た。

自己

評価

Ⅲ

年度計画

【フアカルティ・デイベロップメント研修の開催】
・ICTを活用する教育方法などに関するFD(ファカル
ティロディベロップメント)セミナーを実施し、教員の総
合的な教育力向上を図る。
【ICTの活用】
・ウィズコロナ、アフターコロナ下での教育に向けてICT

環境を含めた教育環境を整備する。

No

51-1

中期計画

ファカルティ・デイベロップメント研
修の開催など、教員の教育力向
上のための取り組みを充実させ
るとともに、ICTを活用した効果
的な教育方法を検討し、実施す
る。

No

51



項目別実施状況

石川県立大学の教育研究等の質の向上に関する目標

I教育に関する日標
2教育の実施体制等
(4)教育環境の整備

中
期
目
標

判断理由(計画の実施状況等)

了

・第 1中講義室(K126)のプロジエクターを更新した。
こ学生 i教職員駐車場の外灯をLED化した。

、4月 から の へ

入れを実現し、通学の利便性を高めた。
・正課外活動の支援として、サークルの要望に応え、売店前に学生が栽培し

た野菜販売の場所を提供した。

自己

評価

Ⅲ

Ⅲ

年度計画

【教育環境の整備】
・教員や学生の要望や必要性・優先度を踏まえて教育
施設、備品等の整備を進める。

【体育館、サークル室、自主学修施設等の整備】
・市内循環のバスに加え、新たに路線バスの大学敷
地内への乗り入れを実現し、通学の利便性を高める。
・学生の意見の把握に努めるとともに、食堂、サーク
ル室、自主学修施設等の充実方策について検討を行
う。

No

52-1

53-1

中期計画

講義室=実験実習室、講義・実験
実習資材や学内LAN、 ラーニン
グ・コモンズなどハード、ソフトの
両面から正課教育の環境を整備
する。

体育館、サークル屋、目主字修
施設の整備・充実と併せて、学
生自治会などと連携して正課外
活動の充実を図る。

No

52

53

-39-
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項目別実施状況

石川県立大学の教育研究等の質の向上に関する日標

教育に関する目標
3学生への支援

(1)学修支援

学生が自主的、能動的に学ぶ意欲を高める方策を導入するとともに、宰修・生活 =就職・進学に関する疑間や悩み等を相談できる支援体制を強化する。中
期
目
標

判断理由(計画の実施状況等 )

・学生アドバイザーの支援対象となる学生の選定に、リテラス(論理言語力
検定)を活用することを生産科学科で試行した。
・学生アドバイザーが中心となり、SNSを活用した「石川県立大学質間箱」を
設置し、学生の履修に関すること、サークル活動や学生生活に関すること等
の相談に対応した。
・オンラインティーチング・アシスタントを採用し、学生が教員の遠隔授業の
サポートをすることで、主体的な学修を支援するとともに、オンライン授業を
円滑に実施した。

・団体継続や新規結成が認められたサークルについて、県立大宰後援会を
通じて助成した。     .
・新型コロナウィルス感染症対策として、サークルの団体継続や新規結成の
申請書類において、新型コロナウィルス感染症対策のガイドライン作成を義
務付けた。また、各サークルのガイドラインを学習管理システムの学生掲示
板に掲載し、サークル構成員が順守するよう指導した。
・コロナ禍で活動が制約されたことから、正課外活動に関連する学長賞の推
薦はなかつた。

・支援を必要とする学生の情報共有や対応の検討のため、学生部長を圧長
とする学生相談に係る連携会議を毎月開催した。
・保健指導担当職員を常勤にし学生相談の体制強化を図るとともに、外部力
ウンセラー (臨床心理士等)によるカウンセリングを充実させた。(実施回数
増・発達障害専門カウンセリングの実施)

,学生支援に関するFD(ファカルティ・ディベロップメント)研修を実施した。
・後期オリエンテーション時に、3年生以上の学部生・大学院生を対象とする
ハラスメント防止啓発セミナーを開催した。(参加者 :約 200名 )

自己

評価

皿

Ⅲ

Ⅳ

年度計画

【新入生の学修支援】
・新入生の学修の蹟きを大学院生等がサポートする
学生アドバイザー制度を推進する。
【ティーチング・アシスタント制度の活用】
・オンラインTA(ティーチングエアシスタント)を含めた
TA制度等を活用し、学生の主体的な学修および研究
を支援する。

【正課外活動を支援する体制の充実】
・サークル活動やボランティア活動等を円滑に行うこと
ができるよう支援を行うとともに、学生の模範となる成
果をあげた個人、団体に学長賞を授与する。

【相談体制の整備】
・学生が抱える様々な悩みに適時適切に対応するた
め、相談体制を強化する。

No

54-1

55-1

56-1

中期計画

スチューデント・アシスタントや
ティーチング・アシスタント制度を
積極的に活用して、学生同士の
学ぴ合いの機会を増やすなど、
学生が自主的、能動的に学ぶ意
欲を高めるための方策を検討
し、実施する。

サークル活動、ボランティア活動
など正課外活動を支援する体制
を充実する。

字修に関する悩み、生活上の悩
みなど様々な相談が気軽にでき
る体制を整備するとともに、それ
らの相談を効果的に解決するた
めの組織的、一体的な体制を構
築する。

No

54

55

56



項目別実施状況

石川県立大学の教育研究等の質の向上に関する目標

I教育に関する目標
3学生への支援

(2)進路支援

Jア中
期
目
標

判断理由(計画の実施状況等)

に て 、 面

試験対策を加えた内容に改善して実施した。
・就職支援室のキャリアコンサルタントの相談日数を増やした。(月 8日 →11

日)

・10月 -2月 に公務員試験対策講座 (24回 )を開催した。
・2年生を対象にしてたキャリア形成支援セミナーおよびいしかわ就活スマー

トナビ説明会を前期オリエンテーション時 (4/6)に実施した。
・1年生を対象にしたキャリア形成支援セミナーおよび2年生を対象にした

キヤリア形成・就職支援セミナーを後期オリエンテーシヨン時(9/26)に実施し

峰 ャリア教育として、教養教育科目「ヨ見代社会と生涯学習」や、プロジェクト

型学習を採用した地域思考型の授業「石川の自然と農林水産業」を実施し

た。
就活カフエ を食堂 | て (オンライン画己信も行しヽ) 1 /21 こ開催した 社

△ 人2年

1 年 目の卒業生 名 による請演他 在校生との 思 見交換が活発に行われ

た。

自己
評価

肛

年度計画

【就職支援活動の検討、改善】
・就活アンケートの結果等をもとに就職支援活動を評
価し、必要な改善策を検討する。
こ公務員講座の開催や専門職員の配置による就職支
援を継続して実施する。また、新型コロナウイルス感
染症の影響に留意しながら、卒業生からの体験談聴
講、意見交換の機会を設ける。
・1、 2年生を対象に早期にキャリア形成の意識づけを
行うためのキャリア形成支援講座を実施する。

No

57-1

中期計画

インターンシップや就職ガイダン
スなど就職支援活動の内容を常
に検討し改善を図るとともに、卒
業生との情報交換や交流を通し
て就職活動をサポートする体制
を構築する。

No

57

-41-
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項目別実施状況

石川県立大学の教育研究等の質の向上に関する目標

I教育に関する目標
3学生への支援

(3)社会人・留学生等への支援

り方を改善し充実する。中
期
目
標

判断理由(計画の実施状況等)

人 、10 した。

社会人の博士課程後期課程受験者は2名 で、2名 とも合格し、令和5年度
に受入を予定している。
博士前期t名 、博士後期1名 の社会人学生の修業年限短縮を認めた。

・社会人の学修、研究に対する支援のあり方について検討し、社会人の負
担を減らすため、オンラインでのゼミ参加やl固別に授業を開講するといつた
対応を行うとともに、社会人学生に対する修士・博士の短期終了の制度に
ついても周知を図つた。

格者は1名であつた。令和4年度の留学生の入学者は学部生1名 、大学院博
士前期課程2名 、合計3名だつた。
・学部の留学生に奨学金の必要性について聞き取り調査を行うなど、個別

にきめ細やかな支援を行つた。
・」ICA研修員に対しチュータエ制度を活用し生活支援などを実施するととも
に、本学教職員・」ICA北陸・野々市市国際交流協会が連携し生活支援など

を行つた。
・日本語の話せない大学院生に対し、資料も含めて英語で講義やセミナー

施した。

自己
評価

Ⅲ

皿

年度計画

【社会人学生および外国人留学生増加に向けた方策
検討、改善及び周知】
・社会人や外国人留学生受入れのため、10月 入学を
引き続き実施する。
・県内企業等や国際協力機構 (」 ICA)などの意見を参
考に、社会人の学修、研究に対する支援のあり方に
ついて引き続き検討していく。

【留学生の受入体制の充実】
・留学生向け入学試験を、引き続き実施する。
・チューター制度を活用した修学支援や留学生向け奨
学金の紹介等の支援を継続的に実施するとともに、そ
の充実について検討する。

No

58-1

59-1

中期計画

社会人学生については、勤務と

学修・研究活動を両立するため
の方策を検討・改善する。

留学生については、受入体制の

充実を図るとともに、学修・生活
面の相談窓口・支援体制を整備
する。

No

58

59



項目別実施状況

石川県立大学の教育研究等の質の向上に関する目標

Ⅱ研究に関する目標
1研究の水準、方向性及び成果

にやに人

事業化などに努め、研究成果を公表する。た産業支援など、地域の発展に貢献する研究を行い、その
中
期
目
標

判断理由(計画の実施状況等)

て)し て し 田ラン ヽ

内容と成果につ園エネ′レギ一活 用型 の 県立大エコ ビレッジ構想」等の

し て本学ホームペ―ジで公表した

自己

評価

Ⅲ

年度計画

成果の情報発信を図つていく。

No

60-1

中期計画

人類共通の知的財産の倉1造に
貢献するための基礎研究を強化
する。

No

60
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・生産)イノベーション創出強化推進票業で県立者護人字等とのコンソーシア
ム、その他民間企業等と先進的な農業生産及びバイオテクノロジーに係る
13件の共同研究を行つた。
・環境)猛禽類の行動把握システム、ヒートパイプ式地下水冷房装置、小水
力発電に関する共同研究を行つた。「手取川総合環境調査」(水・土砂循環、
動物、樹木・植物、魚類)に参画し、その成果が大きく報道された。ドローンを
活用した流量観測手法の開発、環境DNAによる魚類調査を行つた。
・食品)LEAFラボを活用した県内企業との共同研究(過熱水蒸気加熱加工に
よる農産物の高付加価値化、微生物のコンドロール手法等)を行つた。
・資源研)農 業生産・環境・食品・バイオテクノロジーに関する先進的な基礎
研究および応用研究を推進した。発酵食品由来の乳酸菌から新しい免疫活
性化成分を発見、本学HPで公表した。花をつけやすいサツマイモの品種改
良とその花からの蜂蜜採取に成功し商品化され、野々市ブランドに認定され
た。
・農場)石川県オリジナルぶどう品種「ルビーロマン」に関する研究で2報、力
キとリンゴに関する研究でそれぞれ1報の論文を取り纏めた。
・産学官連携学術交流センター)一BIRD,ISICOと共催のシーズ発表会につい
て、現地32名 、オンライン69名 、合計101名 が参加。企業や研究機関とのコ
ンソーシアムでの補助金申請を増やし、ISICO大型ファンドに2件、北陸活性
化センターの助成事業に1件採択。本学教員による大学発ベンチャーが2件

設立され、支援した。

・広報検討部会で、研 "九成果 (論文)を審議し話題性の高いものを積極的に

広報した。研究の内容、受賞などについて、大学の公式SNSや大学ホーム
ページに掲載するとともに、県庁記者クラブヘ情報提供した。
・「シーズ発表会・卜BIRDセミナー」、「日本海イノベーション会議」及び「アグ
リビジネス創出フェア」、「Matching HAB Hokuttku2022」 、「FOOMA」APAN
(国際食品工業展)」 において、研究成果を発表し、シーズと五―ズのマッチ
ングによる研究成果の事業化や共同研究を推進した。
・地域住民・農業者・企業との交流の場(県大カフェ)のキックオフシンポジウ
ムを開催した。

Ⅲ

Ⅲ

【人類共通、地域の課題の解決】
・農業生産、環境、食品、バイオテクノロジーに関する
先進的な基礎研究及び応用研究を推進し、地域産業
の活性化やSDGsの達成に向けた取組に貢献する。
【地域の発展に貢献】
・県内企業等との連携、協力をさらに拡大する方策に
ついて取り組む。

【研究成果の積極的な発信】
・学内で取り組んでいる研究を、研究シーズ集や公開
講座を活用して積極的に情報発信する。
【共同研究の推進】
・石川県産業創出支援機構 (ISICO)、 公益社団法人
農林水産、食品産業技術振興協会 (」ATAFF)及びい
しかわ大学連携インキュベータ(卜BIRD)等と連携した
シーズ発表会の開催や「研究シーズ集」等の発刊を通
して、ニーズとシーズのマッチングによる研究成果の
事業化や共同研究を推進する。

61-1

62-1

各研男組織 (各字科・生靱資源
工学研究所・教養教育センター・

附属農場)および各教員による
先進的。独創的な基礎研究・応
用研究によつて人類共通の課題
や地域の課題を解決するととも
に、産業支援など地域の発展に
貢献する。

研 "九成果のホームページ等によ
る積極的な発信、公開講座や公

開セミナーの開催により研究成
果を地域や社会に還元するとと
もに、いしかわ大学連携インキュ
ベータを活用した研究成果の事
業化をはじめとする共同研究を
推進する。

61

62



項目別実施状況

石川県立大学の教育研究等の質の向上に関する目標

Ⅱ研究に関する目標
2研究の実施体制

中
期

目
標

判断理由(計画の実施状況等)

て てヽ 同

進 し その 成 果を大学ホームページ等で発信 した

学 内プロン エ ク卜研 究発表7ヽ に おしヽて教員相 互評価を実施するなど 体制

:嬰墾療邑畳畷瞥樫聡尋縫翼暑勇扇報邸砕
)褒

聾模撞錦色管I里去見程を整備し

籟 薙縄響郷絲、金蓬揺確毛整夢歩全f潮鞘鶏:臨拳
究の推進を図つた。

3 つ しヽ て 9 の

教育研 究審議会で報告するとともに 1 0/6 Iこ評価結果 I づ く教 貝 研究費

の配分を行つた。
・外部資金の申請実績及び獲得実績に基づき研究費を傾斜配分しインセン

ティブを与えた。

5つ に

配置 し連携して研究を進めた 成果 の 告[ は英文論文として 発表し、報道

発表や本学ホームページにおいて広報した。

自己
評価

Ⅲ

皿

Ⅲ

年度計画

【研究活動をみ編議盈僚響g讐胃程断研究等を通し
て、学内においても共同研究を推進する。

携の一層の推進に努める。

醒 婁器含籍冥塔嘉摯的資金等の獲得状況に応じ
た研究費の配分制度を継続して実施する。

No

63-1

64-1

65-1

中期計画

研究組織を常時点検して効果的
な研究活動を遂行する体制を整

備するとともに、国内外の大学や

研究機関との共同研究、産学官
連携、地域との連携の充実を図
るための体制を強化する。また、

研究成果の質的評価法について

検討する。

教員評価に基づく研究貴の配分
法について検討し、効果的に配
分すると

効果的な研究活動を遂行するた
め、教員雷己置について検討す
る。

No

63

64

65
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項目別実施状況

石川県立大学の教育研究等の質の向上に関する目標

Ⅲ 地域貢献に関する目標
1地域における産学官連携の推進

県内の企業や県、市町、他大学、研究機関、地域等と運携し、研究を通して地域が抱える課題の解決と地域の活性化、地域産業の発展に貢献する。中
期
目
標

判断理由 (計画の実施状況等 )

=先進的な基礎研 "九及び応用研究等について推進するとともに、 業

等との共同研究による新製品の開発や新技術の実用化を支援し、地域産
業の活性化に貢献した。
(生産 )

・陶器 (ボーンチャイナ)破砕物資材の利活用技術の実用化及び商品化
・害虫の忌避、防除技術の開発
・ヒツジの乳を利用した乳製品・発酵技術の開発 など
・障害者によるヒツジ生産を烹援する技術開発(イノベーション創出強化推進
事業 (農福連携):県 内福祉施設及び県立看護大学等と共同研究)

(環境 )

・猛禽類の行動把握システムの開発
・ヒートパイプ式地下水冷房装置の実用化
・小水力発電の現地実証研究 など
(食品)

・過熱水蒸気加熱を活用した農産物の機能性および殺菌効果の向上等の
など
(資源研 )

・サツマイモの花由来のハチミツの商品化 など
(農場)

・石川県オリジナルぶどう品種「ルビーロマン」の成分と根茎の影響の研究
・ダイコンの生理障害の研究
・キヌアの栽培実証試験 など

自己
評価

Ⅲ

年度計画

【地方創生の推進、地域産業の活性化】
・農業生産、環境、食品分野、バイオテクノロジーに関
する先進的な基礎研究及び応用研究を推進する。
・LEAFラボ等を活用し、地元企業との共同研究による
新製品の開発や新技術の実用化を支援し、地域産業
の活性化に貢献する。

No

66-1

中期計画

地域が抱える様々な課題の調
査・研究や地域の特性を活かし
た研究を通して地方創生を推進
するとともに、地域産業の活性
化、地域文化の継承、地域環境
の保全等、持続可能な社会の発
展に貢献する。

No

66



・地域住民・農業者・企業との交流の場 (県大カフェ)のキックオフシンボジウ

絲 臨捕械籐 璧象納 斬醜 習
取組んだ(5/24能登島、6/7七尾市、3/4新図書館 )。

Ⅲ

醇 連携活動の促進】
・産学官連携学術交流センターによる、他大学、石川

県産業創出支援機構 (ISICO)、 いしかわ大学連携イン

キュベータ(卜BIRD)等との連携活動を促進する。
・県内企業や北陸経済連合会、石川県食品協会等と

の連携、協力を、さらに拡大する方策についても検討

する。67-1

産学官連携学術交流センターの

機能を活かし、他大学、石川県
産業創出支援機構、いしかわ大
学連携インキュベータなどとの連
携を強化する。

67
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項 目別実施状況

石川県立大学の教育研究等の質の向上に関する目標

Ⅲ 地域貢献に関する目標
2地域人材の育成と定着の促進

農林水産業、製造業などの地域産業の発展、地域環境の管理・保全に貢献するため、高度な専門的知識を修得した地域人材を育成するとともに、地域住民や卒業生との積極的
交流により地域産業支援拠点としての役割を果たす。

中
期
目
標

判断理由(計画の実施状況等)

・大字コンソーシアム石川の地城課題研究ゼミナール更援票業に保択され
た、「地域自然環境に適したソーラークッカーの開発及び普及プログラム・交
流事業の開発」、「キリコ祭り(秋祭り)の文化の継続・継承」に取り組み、高効
率のソーラークッカーの開発や、キリコ祭りの演奏に使用する篠笛製作技
術 H演奏技術の習得などの成果を上 Iザた。
・大学コンソーシアム石川の石川未来プロジェクトのコーディネータとして本
学教員が参画した。
・ポケゼミやサークル活動については新型コロナウイルス感染症対策をした
うえで実施し、石川の農林漁業まつりにいしるサークルが出展した。
・国土交通省と協働で、大学に隣接する国道157号線沿道にて除草作業を
実施した。

i石川の晨林水産業についての基礎知識や現状と課題等について学ぶ地
域思考型の授業「石川の自然と農林水産業」を実施し、地元への理解・興味
を深めた。
・環境科学科の環境科学フィールド体験実習 (1年 )と里山里海フィールド実
習を9/14-16に実施、生産科学科の生産環境制御コースにおいては11/10
に県内企業であるバイテックファーム七尾の見学を行つた。
・大学コンソーシアム石川の地域課題研究ゼミナール支援事業に採択され
た、「地域自然環境に適したソーラークツカーの開発及び普及プログラム・交
流事業の開発」、「キリコ祭り(秋祭り)の文化の継続・継承」に取り組み、高効
率のソーラークッカーの開発や、キリコ祭りの演奏に使用する篠笛製作技
術・演奏技術の習得などの成果を上 Iずた。
,地元企業トップや農業経営者を招き、学内で就職支援セミナーを開催する
など、学生の地元理解と定着を促した。

自己
評価

Ⅲ

Ⅳ

年度計画

【学生の様々な地域事業への参加】
・大学コンツーシアム石川の地域課題研究ゼミナール
支援事業等を通して、地域住民と学生が協働で行う地
域の課題解決活動を支援する。
【ボランティア活動等の推進】
・ポケゼミ、サークル等による学生の地域事業への参
加やボランティア活動に対して支援する。

【地域の発展を担う学生の地元定デロヨ】
a石川県や大学コンソーシアム石川、地元企業と連携
し、地域の発展を担う学生の地元定着を図る。
・各コース科日での県内企業見学や実習を通して、地
域について学ぶ教育を行う。
・大学コンソーシアム石川の「学都いしかわグローカル
チャレンジプログラム」への参加等、地域の課題を実
践的に学び地域課題解決力を意欲的に修得しようと
する学生を支援する。

No

68-1

69-1

中期計画

大学独自の地域交流の取り組み
および大学コンソーシアム石川と
連携した取り組みを通して、学生
の様々な地域事業への参加や
ボランティア活動などを推進し、
地域の活性化に協力する。

地方創生推進事業(COC+)の一

環として、石川の産業や文化等
を学ぶ「地域指向型教育」を授業
に盛り込むとともに、地域企業に
対する理解を深める「共創イン
ターンシップ」を通して、地域の発
展を担う学生の地元定着を図
る。

No

69



項目別実施状況

石川県立大学の教育研究等の質の向上に関サる日標

Ⅲ 地域貢献に関する目標
3社会人教育の充実

いにし中
期
目
標

判断理由(計画の実施状況等 )

短期修 制度を紹介す・環境科学科では、
るとともに、講演会 |

農業農村工学会大会で社会人 了

こお しヽ て社
△

人 先端技術情報を提供した ( 頭発表6

提靱詔羅締謝鑽訛盤羮鋳璧蒙難兌珂卿

質鰯 羊
への掲載等、公開講座の広報活動にも力を入れた。

自己
評価

Ⅲ

年度計画

:善全注覇象程言巽撃a居金蜜大学生の研究実績等
の情報発信に努める。

現錦梨罫竪彗霧箱芸菅認穐居露と会人受講者に新し

い情報を積極的に提供する。

No

70-1

中期計画

大学院にあつては県内の社会人

を積極的に受入れるとともに、公

開講座や出張講義を通して地域
における教育活動を広く展開す
る。

No

70
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項目別実施状況

石川県立大学の教育研究等の質の向上に関する目標

Ⅳゲローバル化に関する目標

国境を越えた教育連携や共同研究等により、国際貢献を推進するとともに、積極的な海外留宰の促進や外国人留学生の受入れにより、国際的に活躍できる人材を育成する。中
期
目
標

判断理由(計画の実施状況等)

・国際宰術誌に論文69件掲載されたほか、国際学会で教員18名 がオンライ
ンで参加・発表した。
・Research Mapや G∞ゴe SchOLrへの登録状況を調査し、未登録の教員ヘ

の登録を促した。

・1月 にタイのカセサート大字及びランシット大字との交流協足を締紹した。
・中国の大連工業大学との合同セミナーについて、令和5年 9月 頃の実施に
向けて協議した。
・」ICAの支援により2名 の外国人留学生 (ルワンダ、ネパール)を大学院に

受入れた。
・3年生2名 が海外農業研修 (オランダ)し、また、3年生1名 が海外留学 (オー
ストラリア)した。

自己

評価

Ⅲ

Ⅳ

年度計画

【研究成果の海外発信】
・国際学術誌への投稿を積極的に行うとともに、ICTも

活用し、国際学会への積極的な参加に努める。
・海外に向けた情報発信強化の一環として、Research
Mapや Goo」 e SChOね rへの登録率の更なる向上や本
学学術リポジトリの充実等に向けた方策について取り
組む。

【海外大学との交流、運携】
・新たな海外大学との交流協定締結に向けた取り組
みに努める。
・ICTも活用し、海外協定校大学との合同セミナーの開
催などの交流を行う。
【外国人留学生の受入れ】
・10月 入学制度を継続する等、海外からの留学生や
研究生受入れの推進に努める。

No

71-1

72-1

中期計画

国際学会への積極的な参加・参
画、国際学術誌への積極的な投
稿により、研究成果を広く海外に

向けて発信・公開する。

海外大学との交流・運携を強化
するとともに海外留学や外国人
留学生の受入れを推進し、国際
的に活躍できる研究者を育成す
る。

No

71

72



6 ほ

螂鞠塁零g言録鶏院等
図つた。

5 入

対象大学 エントIプ された (令和5年 6 9月の入学試験に合格す
ナ共和国)が令和5年れば、2人の」ICA研修員 (ヨンゴ民主共

10月 、令和6年4月 に入学予定。)

不日 ボツワ

Ⅲ

Ⅲ

唱隈ぱ都繋嘘陥海外大学との交
流を図る。
・英語コミュニケーション能力を効果的に養うためt引

き続き少人数による英語教育を実施する。

瓢藝縄薄鎚糾棚竜ちヽ
留学生及び研究生、研修員の受入れを行う。

73-1

74-1

英語教育の充実、積極的な海外

留学や外国人留学生の受入れ
などを通して異文化理解を深
め、国際的に活躍できる人材の

育成を図る。

国際協力機構 (」 ICA)等の国際
機関と連携し、積極的に海外か
ら研修員等を受入れる事業を推
進する。

73

74
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項目別実施状況

業務運営の改善・効率化に関する目標

I運営体制の改善に関する目標
1ガバナンス機能の強化

理事長が中心となつて、大学の強みや特色を活かし、教育、研究、地域貢献等の機能を最大化できるガバナンス体制を構築するとともに、インステイトウーシヨナル・リサーチ(大字の審

観的な状況調査)を踏まえ、大学の将来を見据えた経営戦略を立案する。
また、大学において、学長がリーダーシップを発揮しやすい体制を整備する。

中
期
目
標

判断理由 (計画の実施状況等 )

(看護大)

・大学改革のマネジメンドのために学長補佐を3名 に増員し、総務担当、教育担
当、研究担当と役割分担を行つた。また、附属施設と大学との役割のすみわけ
を明確にし、教員の教育・研究活動などアカデミアとしての活躍を広報できるよ
うホームページや広報誌等の充実を図つた。
・教育研究審議会を始めとして、外部委員参加の会議 (倫理委員会、懇話会、
教育懇談会含む)は感染動向を見据えて積極的にオンライン開催とした。
・教員の教育研究環境を整えるために研究室の見直しを行い、講師が助教を指
導できるような環境を改善した。
・学長のビジョンに沿つて運営がすすめられるよう委員会構成を見直し、あらた
な委員会・ワーキングを設置するとともに、学内の運営体制を強化するため、令
和5年度から看護学部長の職を新設することとした。
(県立大)

・理事長・学長と教職員の意見交換会や研究室訪間により、引き続き経営トップ
と教職員が意見交換できる機会を設け、大学運営に係る重要な事項等につい
て、相互理解を深めた。
・諸課題の実現・達成に向けた具体的な取り組みの整理を各委員会等の担当
組織に指示した。また、大学院進学者の確保を図るため、新年度より大学院運
営検討委員会を新設することを決定した。
・学長補佐会議を定期的に開催し、大学運営等における具体的内容を検討・決
定し、教育研究審議会の議事に付した。
・新型コロナウイルス感染症対策会議を適時招集し適切に対応した。

己
価

自
評

Ⅲ

年度計画

【ガバナンス体制の構築・強化】
(看護大 )

・引き続き学長のリーダーシップのもとで実施し、戦略
的に大学をマネジメントする。        ・

(県立大 )

・前年度に初めて実施した理事長・学長と教職員の意

見交換会や研究室訪間を踏まえ、引き続き大学運営
に係る重要な事項等について、経営トップと教職員が

意見交換できる機会を設け、今後の方向性など相互
理解を深める。

耀餡係 老鞠 鎗締蹄甜軒
調整等による円滑な大学運営を推進。

No

75-1

中期計画

理事長及び宰長のリーダーシツ
プの下で、戦略的に大学をマネ
ジメントできるガバナンス体制を
構築し、経営審議会や教育研究
審議会等を通して機動的に大学
改革を進める。

No

75



事業を推進した。

に の

踏まえ、今後6年間の計画及び具体的な取組をまとめ、

成した。

第3期中期計画案を作

Ⅲ

Ⅲ

露蕃爆   城魏締 計に

査や両大学の課題解決プロ

ジェクトチームによる検討結果を踏まえ、大学の将来を

見据えた経営戦略を立案し、第3期 中期計画に反映さ
せる。

76-1

77-1

理事長の責任において、予算等
の経営資源を効果的に配分す
る。

大学に求められる社会的ニーズ
や学生にとつての魅力向上策等
を分析し、大学の将来を見据え
た経営戦略を企画立案する。

76

77
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業務運営の改善 i効率化に関する目標

I運営体制の改善に関する目標
2事務組織等の整備と効率化

項目別実施状況

事務組織等を整備し、事務職員の専門性を高めるとともに、情報システムの活用や業務の外部委託等の推進により、効率的で生産性の高い事務処理を図る。中
期
目
標

判断理由(計画の実施状況等 )

(看護大)

・大学事務職員として必要な知識の習得、資質の向上のため、公立大学協
会が開催する各種研修会やセミナーのほか、オンデマンド視聴が可能と
なっている各種研修等を受講した。
(県立大)

・事務職員が以下の研修・セミナーをオンラインで受講した。
認証評価に関する研修会及び研究会(5/30)‐

研究倫理請習会(7/21、 7/26)

科研費申請についての学内説明会(7/26)

大学コンソーシアム石川主催の第1回 FD/SD研修(9/14)
ハラスメント防止セミナー(10/18)

アドミッション・教学マネジメンド(11/29)、
合理的配慮の考え方と本学の体制作りに向けて(1/31)

大学コンソーシアム石川主催の第4回 FD/SD研修(2/4)

(看護大)

・準備時間の削減など、事務の効率化のため、情報端末を活用し、会議の
ペーパレス化を推進した。
・各担当者の業務執行状況を踏まえ、業務分担の見直しや臨時職員を採用
した。
(県立大)

・附属農場に学生の実習指導ができる技術職員をプロパー職員として1名

採用した。
・保健指導担当職員を常勤にし学生相談の体制強化を図るとともに、外部力
ウンセラー (臨床心理士等)によるカウンセリングを充実させた。(実施回数

亀 霧斥壇言君[早宅患と名窒雪新た電猛上もの叩 わらず、一人蝋 員止
過度に業務が集中しないよう配慮し、実態にあったものに随時見直すなど、
柔軟に対応した。

自己

評価

Ⅲ

Ⅲ

年度計画

【スタッフ・デイベロップメントの冥施】
・外部の関係機関が開催する研修会やセミナーなどに

積極的に参加させ、大学事務職員として必要な知識
の修得、資質の向上を図る。
・新型コロナウイルス感染症の影響下においても、ICT

を活用する等してスタッフ・ディベロップメント活動を着
実に実施する。

【業務の効率化推進】
(看護大)

・情報システム活用 (機能の向上)による更なる事務の

効率化を検討し、実施する。
・業務の進捗に応じた柔軟な業務分担を検討、実施す
る。
(県立大)

・業務体制等の見直しやオンラインセミナーの活用等
により職員の専門性を高めるとともに、教職員からの

業務改善要望への対応や事務分担の見直し等によ
り、更なる業務効率化、省力化の推進を図る。

No

78-1

79-1

中期計画

事務職員の専門性を高めるた
め、学内外の研修への積極的な
参加を通じたスタッフ・ディベロッ
プメント活動を行う。併せて、職
員間の連携を図るなど、情報共
有・情報伝達の機能を強化す
る。

効果的な事務組織等のあり方に
ついて検討“整備するとととも
に、情報システムの活用や外部
委託等の推進により、更なる業
務の効率化を図る。

No

78

79



項目別実施状況

業務運営の改善・効率化に関する日標

I運営体制の改善に関する目標
3両大学間の連携強化

1つ ににの け 、中
期
目
標

判断理由(計画の実施状況等)

FD(ファ ルティ・

ンラインで3/24に 開催し、看護大40名 、県立大35名 の計75名 が参加、

奮研話靴宅紹躍稗機頷で七埋晩琵q契繰擦

:需交撃こ蒼月栞翻蔭鉄錯繁認櫨鶏泌箇t鎗難倦務
昂曇轟后霞纏忙言≦R矧とg雪豪犠象 る法人情報システムの
確認会を行つた。

自己

評価

Ⅲ

年度計画

【両大学の連携強化】
・両大学の共同研究を推進するとともに、両大学の合

昂耐を:甲典衛涅躍軍球空顎罫発渓霜亀
る。
・役員連絡会や事務局長会議を通じて、両大学、法人

本部の意思疎通を図るとともに、合同SD(スタッフ・

ディベロップメント)セミナーを実施して、職員間の交流
も促進する。

No

80-1

中期計画

理事長、両学長、両事務局長等
による定期的な会議の開催等に
より法人本部及び両大学間の意
思疎通を図るとともに、教員相互
の交流を促進し、相互理解を深
める。また、法人本部は両大学
の課題解決を支援する。

No

80
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項目別実施状況

業務運営の改善・効率化に関する目標

I教育研究組織の見直しに関する目標

教育研究組織が、社会ユーズを適切に反映し、かつ、その目的・目標に即して機能し、運営されているか、常に点検・検証し、柔軟かつ機動的に教育研究組織や職員配置を改善す

る。
中
期
目
標

判断理由(計画の実施状況等)

(看護大)

・県が実施した、県内医療機関における認定看護師等のニーズ調査の結果
に基づき、今後のキャリア教育の方向性を検討した。また、「高い専門性を
備えた看護職員の養成に関する懇話会」に参加し、県内看護協会、医療機
関、大学等と意見交換を行つた。
・看護理工学ワーキングを立ち上げ、学部教育、大学院教育への「看護理
工学」科目の導入の検討を開始するとともに、民間企業との共同研究講座
「看護理工学」の令和5年度開設に向けて、適切な教員を確保した。
(県立大)

・アンケート調査等の結果を、学長補佐会議や教育研究審議会等で報告し
意見等を求めた。教育研究組織については、改善の必要はなかったが、学
生支援について相談体制を改善した。その他対応が必要な事項 (新型コロ

ナウイルス感染症対応 :サークル活動の停止から許可制への変更、試験に

おける病欠への対応など)についても所要の改善をした。
・保健指導担当職員を常勤にし学生相談の体制強化を図るとともに、外部力

ウンセラー (臨床心理士等)によるカウンセリングを充実させた。(実施回数
増・発達障害専門カウンセリングの実施)

・コース制開始後、教員を適切に配置していたが、退任する教員の補充につ
いては、適切な人員を選考し採用を決定した。

自己
評価

Ⅲ

年度計画

【学部学科等の組織の点検、検証】
(看護大)

・学術の動向や全国及び石川県の医療の変化等の社
会情勢を見据え、適切な教育が提供できるよう組織の

点検、検証を実施し、柔軟かつ機動的な教育研究組
織や職員配置につなIザる。
(県立大)

・社会情勢や各種調査、アンケードの分析結果等を踏
まえ、社会的ニーズや学生のニーズに対応した教育
研究、学生支援を図るため、教育研究審議会や学長
補佐会議等において、教育研究組織、学生支援組織
等の改善点について検討。
・コース制開始後の配属及び運用状況等について、課
題等がないか検討を進める。

No

81-1

中期計画

学術研究の動向や、社会 '経済
情勢の変化を見据え、学部学科
等の組織の点検、検証を実施す
る。

No

81



!皆異3詭薙象毎桑纂察尉扉棄昇乳の窓口対応をする教務学生課の臨時

るように改定した。

厚義諏留等が、教員の自己申告の内容や課題について個別に聞き取りした
・学塾聾〒翡暦議蜜婁為♭9字為 結剰こ基づ期 馳 麟 睾奢セ

理暫≡椿館翌認に虔尭朝 朗 先鯉8皆悩酷y
増i発達障害専門カウンセリングの実施)

Ⅲ

【職員配置の改善】
(看護大)

,社会五―ズや本学の目的に照らした職員配置になつ

ているかを検証し、必要な改善を図る。
・学生からの意見把握を継続し、それに基づく職員配

昆異象痛勇羅異騒居矮機会を復活させ、それに基づく
職員配置の改善を検討を図る。
(県立大)

・教職員からの意見聴取や各学科等からの意見、学

生アンケート等を実施、必要に応じて職員配置の見直
し等を行う。

82-1

学生や教員の意見を把握する仕
組みを構築し、職員配置の改善
につなIザる。

82
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項目別実施状況

業務運営の改善・効率化に関する目標

Ⅲ 人事の適正化に関する目標
1教員の採用

据えた戦略的観点から決定する。中
期
目
標

判断理由(計画の実施状況等)

(看護大)

・教員の退職補売にあたつては、大学の将来展望に照らして教育研究審議

会の意見を踏まえて決定したき
(県立大)

,教育研究審議会において、教員候補者等審査委員会の設置及び委員を
選出し、今後強化すべき教育分野を検討しカリキユラム等との整合を確認の

上、公募の実施・学内審査を経て、採用者の決定を行つた。

自己
評価

Ⅲ

年度計画

【教員の採用方針】
(看護大 )

・教員の採用方針は、学術や経済等の社会情勢を踏
まえ、大学の将来を見据えた戦略的観点をもって学長
の責任の下決定する。
(県立大 )

・社会情勢や学術研究の動向、本学の教育・研究の

状況等を踏まえ、将来を見据えた戦略的な観点から、
採用方針を決定するともに、必要とする人材を採用す
る。

No

83-1

中期計画

教員の採用方針については、経
営審議会の意見を踏まえて大学
の将来展望を勘案し、選考委員
会での検討を経て学長の責任で
決定する。

No

83



項目別実施状況

業務運営の改善・効率化に関する目標

Ⅲ 人事の適正化に関する目標
2教員評価制度の充実

上 の中
期
目
標

判断理由(計画の実施状況等)

‰醜   と艦
鮮脇甥 藪ゼ霧竪雛

蝉島鍋墳許絡磐継色鼎欅鋸譜跳 瑞幾第あスヶジュ_

鰍 災的配置を図るため講座内の教授等の指導体制を構築し教

員評価に基づいた教員に対する教育 H研究指導を充実させた。

1轄 学長補佐、学科長、コース長を選任するとともに、各種委員会の長

を適材適所の観点から任命した。

〔講 度教員評価制度の導入に向けてインセンティブの対象者および内

容 (表彰、昇給、一時金、研究費、ほか)の検討を開始した。

(県立大)

4曇菖召写第畳后登罫墓釈吾言ぽ暫誓覇融堪発、教員への配分に充当
し、残りは間接経費の獲得額に応じて配分した。

自己
評価

皿

皿

年度計画

閾 価制度の活用、適材適所の人事】

(看護大)

・令和2年度から新たに開始した教員複数年 (5年 )評

価について、必要に応じて改善を図りながら運用する
とともに、その複数年評イ面の結果が適材適所の人材
配置につながるか等を検証する。
(県立大 )

・教育、研究、地域貢献等の実績及び大学の将来構
想を考慮した上で、学科等の人材配置を柔軟に見直
し、適材適所の人事を行う。

【教員へのインセンティブ制度】
(看護大)

・教員にインセンテイブを与える仕組みについて、引き

続き最適な仕組みがないかを検討する。
(県立大 )

・教員評価の結果や競争的資金等の獲得状況に応じ

た研究費の配分制度を継続して実施する。

No

84-1

85-1

中期計画

学長の責任において、教員評価
制度を活用し、教育、研究、地域
貢献等の実績を十分考慮したう
えで、学科等の人材配置を柔軟
に見直し、適材適所の人事を行
う。

各大学ごとに、教員評価の結果
に応じて、教員にインセンティブ

を与える仕組みを検討する。

No

84

85
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項目別実施状況

業務運営の改善・効率化に関する目標

Ⅲ 人事の適正化に関する目標
3学外活動の活性化

産業界や地域との連携強化による地域や社会への貢献、大学の知名度向上、職員のモチベーションや資質の向上の観点から、教員の学外活動の活性化を図る。中
期
目
標

判断理由(計画の実施状況等)

(看護大)

=教員から申請のあつた人材育成事業13、 地域連携・貢献事業12を審査・採
択し、必要経費の助成を行った。
いかほく市と本学の包括的連携に関する会議は年2回 開催しヨロナ禍での実
施内容の検討、成果について報告した。
・大学コンソーシアムいしかわの事業については、出張オープンキヤンパス

模擬講義、合同大学説明会「ガクフェス2022」 、「学都石川」高校教員向け
キャンパスツアー、石川県高大連携セミナー等に参加した。また、学生向け
のセミナー等については、本学の選択科ロヒューマンヘルスケアの対象と位
置付けし、学生に周知、積極的な参加を促した。
・各委員会、各センター長と連携してSDGsの 取り組みに関する情報など、教
員の活動や研究成果等の最新の情報をホームページから発信した。
・医療機関から依頼を受け、5名 の講師を看護研究指導等で派遣した。
(県立大)

・県立大学、看護大学、富山県立大学、日本海倶楽部との共同研究が競争
的資金である生物系特定産業技術研究支援センターの「イノベーション創出
強化事業」の基礎研究型ステージヘ移行し研究を行うこととなった。
・大学コンソーシアム石川の地域課題研究ゼミナール支援事業に採択され
た、「地域自然環境に適したソーラークツカーの開発及び普及プログラム・交
流事業の開発」、「キリコ祭り(秋祭り)の文化の継続・継承」に取り組み、高効
率のソーラークッカーの開発や、キリヨ祭りの演奏に使用する篠笛製作技
術・演奏技術の習得などの成果を上げた。
・包括連携協定をしている金沢学院大学への食品技術研究者ネットワーク
ヘの加入の働きかけを継続した。
・地元住民、農業者、大学の交流の場となる交流サロン「県大カフェ」のキッ
クオフシンポジウムを開催した。

己
価

自
評

Ш

年度計画

【教員の地域や社会への貢献】
(看護大)

・教員の地域貢献活動の拡大・継続や石川コンソーシ

アム事業への参加を引き続き支援する。
・SDGsに関する取り組みを積極的に発信する。
・医療機関や地方公共団体等への講師派遣や委員会
委員の就任等を支援する。
(県立大)

・包括連携協定を締結している大学、自治体、看護大
学と連携強化を図り、共同.委託事業を推進する。
・大学コンソーシアム石川、能登キャンパス構想推進
協議会、石川県産業創出支援機構 (ISICO)等 の事業
において、教員の参力日を促進する。
・産学官連携学術交流センタニが中心となって、地元
企業等との連携、協力をより強化する方策について検
討する。

No

86-1

中期計画

自治体、他大学、地域企業・医
療機関等と連携を強化し、教員
の地域や社会への貢献を推進
するとともに、大学コンツーシア
ム石川等の関係団体の事業に
対する教員の積極的な参加を促
進する。

No

86



項目別実施状況

業務運営の改善・効率化に関する目標

皿 人事の適正化に関する目標
4人材の重視

し中
期
目
標

判断理由(計画の実施状況等)

とともに 業

直しや 臨時

職員を雇用することで平準化を図つた。

置蘇撃斜謡請昇貢留鍮 冒啓購欝た9講鸞
したほか、業務分担を調整した。
・教員については、学科単位で概ね毎月学科会議を開催し、教員間の意見

機 壇導義覇撒 訪間を実施し、教職員との意見交換を行つた。

自己

評価

Ⅲ

年度計画

【職員の要望把握、業務分担の見盲Lし】
(看護大)

・学内での定期的な面談や随時の会議に加え日常会

話の中で、職員の要望や意見を把握するとともに個々

の勤務状況も見ながら、事務分担の見直しをはじめ業

務改善を図る。
(県立大)

・職員面談や学科会議等を通して職場環境の改善要
望等を把握し、その必要性と改善方法等について検

討の上、業務の外部委託も含め優先度の高いものか

ら改善を図る。
`新規プロジエクト等の企画、検討に際して、教職員か

ら広く意見を募るなど、施策立案への積極的な参画を

推進。
・必要に応じて職員の業務分担を見直すなど、効率的
かつ柔軟な業務執行を図る。

No

87-1

中期計画

職務に対する職員の要望等を把
握する仕組みを構築するととも
に、職員の業務分担を見直すこ

とにより、モチベーションの維持
向上を図る。

No

87
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項目別実施状況

I外部資金等の自己収入の増加に関する目
1外部研究資金等の獲得

財務内容の改善に関する目標

共同研究、受託研究等の産業界や地域との連携の推進、また、科学研究費補助金等の国の競争的資金など、積極的に外部研究資金獲得に努める。
また、施設の地域への開放など財源を確保する方策を検討し、自己収入の増加に努める。

中
期

目
標

判断理由(計画の実施状況等 )

(看護大)

・科研費申請や企業等からの外部資金公募に関する情報を随時提供した。
・研究サポート集会を開催し、科研費申請に向けた効果的な書類作成について
の講義、及び科研費申請書作成のアドバイス等を行い、講義資料を学内イントラ
に掲載した。
・教員における科学研究費への応募の重要性、応募に対し学内に支援体制があ
ること、研究倫理に関するeラーニング受講について、全教員に対し周知した。
,安全保障貿易管理への対応のため、規程の整備・策定のための準備を行つ
た。
(県立大)

・科学研究費補助金等の応募に関する説明会 (7/26)を 開催した。
・外部資金獲得実績を年報に掲載し本学HPで公表した。(6/21)
・令和2年度に導入した外部資金の獲得状況に応じた研究費の配分制度を継続
して実施した。
・安全保障貿易管理体制の構築するため、安全保障輸出管理規程を整備し、研
究倫理講習会 (7/21、 7/26)で教職員に詳しく説明した。
・積極的に外部研究資金に関する情報の収集と応募の奨励をした結果、科学研
究費補助金と受託研究・共同研究の合計件数は中期計画期間中最多の119件と
なった。

評価

自己

Ⅳ

年度計画

【外部研究資金に関する情報の収集、応昇の奨励】
(看護大)

・科学研究費補助金や受託研究費等の外部研究資金
に関する情報を収集する。
・科研費申請書のブラッシュアップ及び研究相談の機
会を設け、申請に対する支援体制の充実と積極的な
応募を勧奨する。
(県立大)

・科学研究費補助金の応募に関する説明会を開催す
る等、外部研究資金に関する情報収集、学内周知に
努める。
E外部資金獲得実績を年報で可視化することでより積
極的な応募を促す。
・令和2年度に導入した外部資金の獲得状況に応じた
研究費の配分制度を継続して実施する。
(共通)

・外部研究資金のうち新たに国の競争的資金の申請
要件として必要不可欠となる安全保障貿易管理への
適切な対応のため、学内の体制の整備を進める。

No

88-1

中期計画

科学研究費補助金や受託研究
費をはじめとする外部研究資金
に関する情報の収集に努めると
ともに、申請に対する支援体制を
充実させ、外部資金獲得に向け
て積極的な応募を奨励する。

No

88



〔講 与総合センターにおいては、人材育成事業の13事業中4事業で、参加費

皇発墨蜜

',ァ

支援センターの県委託事業「感染管理看護研修」「管理者経営研

降 儲 ±箱悪鋼諄聖ユ冥4兵
｀
    ゎせた。

Ⅲ

【自己収入の確保】
(看護大)

・公開講座等において受講料の徴収に努めるととも
に、新型コロナウイルス感染症の社会状況に留意し、
大学が保有する施設を開放して、適切な施設利用料を

徴収する。
(県立大)

・特許権に関して、民間企業等への商業ライセンス付
与、譲渡や受託共同事業も含めた有効活用に努め
る。

89-1

大学が保有する施設、知的財腫
の活用や公開講座等の適切な料
金徴収等を検討し、自己収入の
確保に努める。

89
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項目別実施状況

I外部資金等の自己収入の増加に関する目
2学生納付金等

授業料や入学金、受験料については、適切な料金の設定を行うとともに、授業料、入学金については、定員充足の維持によりその確保に努める。

また、優秀な学生を確保するという観点からも志願者増に取り組むことにより、受験料についても増収に努める。
中
期
目
標

財務内容の改善に関する目標

判断理由(計画の実施状況等)

(看護大)

・北陸3県の進路担当教員との懇談会を開催した。オープンキヤンパス参加
者数の増加を図つた。富山県の高校への巡回訪間は、前年より5校拡大し
た(10校 :呉羽、福岡、砺波、氷見、高岡南、大門、人尾、富山南、富山東、
富山いずみに計18回訪間)。

・指定校推薦の入学者枠の拡大や、面接方法等の見直し1こ向けて、アドミッ
ションアドバイザーや民間の模試の情報を基に課題を分析した。
・7月 と10月 のオープンキャンパスは、新型コロナウイルス感染症対策のた
めに対面参加人数を制限したが、オンラインでも開催した。
・中学生を対象とするナーシングカフェを開催し、生徒8名 と保護者7名 が参
カロした。
(県立大)

・県外の高校教員を対象とした学生募集説明会を富山県 (9/26、 4検参加 )、

長野県(10/26、 2校参加)に加え、新たに愛知県(11/22、 6校参加)で開催し
た。
・県内外の高校生を対象とした進学相談会や模擬授業、民間業者主催のイ
ベントヘの資料提供など計78件実施した。
・情報発信による本学PR実施のため従前の大学案内、募集要項、広報誌
等に加えて、SNS更新を定期的に行い、82件の投稿を行つた。動画による情
報発信のため、各学科及び学園祭 (響緑祭)の紹介動画を計4本作成し発
信した。
・業者からの模試結果をもとに受験生の動向を分析し、重点的に広報を行う
範囲を設定するなど、受験生増加に向けて取り組み、結果、志願倍率が中
期計画期間中最高の6,7倍となった。

自己

評価

Ⅳ

年度計画

【志願者の増加】
(看護大)

・アドミッションアドバイザー等と検討し、高校訪間を実
施する。また、引き続き訪問先を富山県にも拡大し、
富山県からの受験生の増加を働きかける。
・将来的な志願者増を見込んで、対象学年を絞らない
オープンキヤンパス、中学生を対象としたナーシングカ
フェ等を継続して実施する。
(県立大)

・志願者増加はもとより本学とのマッチング部分も重
視し、県内及び中部圏の高校を中心に高校訪問及び
募集説明会を実施し、本学の研究内容等に関する周
知を行う。
・高校現場に大学側から積極的にアプローチしていく
ことで、今まで以上に高大連携を強化し情報交換を図
る。
iSNSや紹介動画を充実させることを通じて、本学の
研究内容や特徴について幅広く認知してもらう。

No

90-1

中期計画

学生募集活動を充実強化し、志
願者の増加及び入学定員の充
足に努める。

No

90



二十也公互大学と比較した結果、授業料等の学生納付金は適正であると判断

埃 釜属t擢当 薪とっして は、石サII県立大学法人独自の授業料減免制度

を創設した。

V

揺 絲 紹各踊
検討をする。

91-1

授業料等の学生納付金について

は、公立大学であることの意義を

考慮しつつ、学生の確保や、適
正な受益者負担の観点から、毎
年その妥当性を検証する。

91
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項目別実施状況

財務内容の改善に関する目標

Ⅱ予算の効率的執行に関する目標

経費の効率的執行に努め、特に維持管理経費については、業務運営の合理化、契約方法の改吾等により抑制を図る。中
期
目
標

判断理由(計画の実施状況等)

及び清掃業務委託について長期契約を継続した。
・図書館内の照明をLED化 しt一斉空調停止日を設定して光熱水費の削減
に努めたほか、新型コロナウイルス感染症対策に留意しつつ、節電の呼ぴ
かけや空調開始時間を遅らせるなど経費の抑制に努めたよ
(県立大)

・校舎警備及び清掃業務委託の長期契約を継続するとともに、必要性を考
慮して契約内容を見直すなど経費節減に努めた。
・一斉空調停止日を設定して光熱水費の削減に努めたほか、新型コロナウ
イルス感染症対策に留意しつつ、節電の呼びかけや空調開始時間を遅らせ
るなど経費の抑制に努めた。
・基本料金を抑制するため、電力会社と契約電力の見直しを行つた。

自己

評価

亜

年度計画

【経費の抑制】
・設備管理業務委託等の長期契約を継続するととも
に、建物や設備の点検、メンテナンスを予防的に行う
ことで修繕費や設備更新費の節減を図る。
・光熱水費の節減については、冷房停止日の設定等
を行うほか、職員及び学生への啓発により、適切な換
気等の新型コロナウイルス感染症対策に留意しつつ、
経費の抑制に努める。

No

92-1

中期計画

施設管理業務の長期契約の継

続や光熱水費等の節減に努める
など経費の抑制に努める。

No

92



項目別実施状況

財務内容の改善に関する日標

Ⅲ 資産管理の改善に関する目標

中
期
目
標

判断理由(計画の実施状況等)

(看護大)

・コロナ禍で施設開放を見合わせた。
・県原子力防災訓練 (11/23開 催)に対し、施設利用を認めた。

(県立大)

・野々市市主催の防災訓練のため体育館を開放した。
・県政バス・県内高校の施設見学の受入れを行つた。

自己

評価

Ⅲ

年度計画

【資産の有効活用】
(看護大)

・新型コロナウイルス感染症の影響に留意しつつ、大

学が保有する施設を開放し、保有資産の有効活用を

図る。
(県立大)

・新型コロナウイルス感染症の影響に留意し、可能な

範囲で、施設見学の受入れや、実験、実習施設等の

大学施設について地域との連携による利活用に努め

る。

No

93-1

中期計画

大学運営に支障が生じない範囲
内で、大学施設を地域に積極的
に開放するなど、保有資産の有
効活用に努める。

No

93

-67-



-68-

自己点検評価及び情報提供に関する目標

I評価の活用に関する目標

項目別実施状況

自己点検評価を定期的に実施するとともに、認証機関が行う大学評価及び石川県公立大学法人評価委員会が行う法人評価の結果も併せて、教育研究活動や業務運営の改吾に
活用する。

中
期
目
標

判断理由(計画の実施状況等)

(看護大)

・令和3年度に実施した「教育の質検証委員会」において得られた意見 (積極
性や主体性の弱さ、リーダーシップ・国際化への対応は目標が高すぎる等
の課題)に基づいて、学部のディプロマ・ポリシー等の見直しの要否を検討し
たが、教育方針の工夫・改善で対応することとし、ディプロマポリシーの変更
は不要と判断した。
・令和元年度に受けた認証評イ面機関の行う大学評価の際に指摘のあつた
ディプロマ・ポリシーに関する課題について検討を開始し、認証評価機関に
対する回答案の骨子を作成した。
・毎年1石川県公立大学法人評価委員会からの評価結果や付された意見を
参考として、PDCAサイクルを意識した大学運営をおこなった。
(県立大)

・令和3年から実施した検内の無線LAN(Wi一日)整備を完了した。
・大学案内・入試概要・広報誌等の大口発送業務の外部委託を継続して実
施した。
・迅速な判定を実現するとともに、業務の効率化が図るため、入学試験の合
否判定システムを導入した。

自己
評価

Ⅲ

年度計画

【各評価結果の反映、運営の改吾】
(看護大)

・自己点検評価、認証評価機関による評価、石川県公
立大学法人による評価結果を、大学運営の改善に活
用する。
(県立大)

・認証評価機関による大学評価や石川県公立大学法
人評価委員会の法人評価を踏まえ、教育環境の改
善、業務におけるICTの 活用、外部委託の推進等につ
いて検討、実施する。

No

94-1

中期計画

目己点検評1面 、認証評1画イ菱関が
行う大学評価、石川県公立大学
法人評価委員会が行う法人評価
の各評価の結果を、大学運営の

改善に確実に反映させる。

No

94



項目別実施状況

自己点検評価及び情報提供に関する日標

工情報提供の推進に関する目標
1情報公開の推進

て中
期
目
標

判断理由(計画の実施状況等)

・大学及び法人の評価結果や財務諸表、本学主催のイベント情報等につい

聰療峯薯堡丈あ壱耐 寒怪蓬粒的な情報公開に努めた。
|;導箋露ぴ法人の評価結果や財務諸表、ウェプシラバスにより各科目の詳

細、コース制の詳細についても、ホームページ上で公開した。

自己

評価

Ⅲ

年度計画

i     r弓 磁5罷写i絡煽
果、教育情報等をホームページ上で公開する。

No

95-1

中期計画

大学運営の透明性を確保するた
め、運営状況、財務状況や評価
内容等について、広く適正に情
報公開を推進する。

No

95
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項目別実施状況

自己点検評価及び情報提供に関する目標

Ⅱ情報提供の推進に関する目標
2情報発信の推進

大学の認知度向上を図るため、教育、研究、地域貢献等の活動に関する情報発信を推進する。中
期
目
標

判断理由(計画の実施状況等)

(看護大)

・大学の認知度向上を目指した取り組みとして、3年ぶりに対面で夏のオー
プンキヤンパスを開催した。秋のオープンキヤンパスでは、夏に参加できな
かった高校生を優先するなど、本学に興味がある多くの高校生が参加でき
る機会を設けた【参加者数 :437名 (対面)、 延べ567名 (WEB開催 )】 。
・「大学コンソーシアム石川」関連事業 (合同大学説明会「ガクフェス2022」 、
「学都石川」高校教員向けキャンパスツアー)、「進学と体験の dヽay」 に参加
した。
・大出

子公式YouTubeチ ヤンネル開設し、各委員会、研究科長等と連係して
SDGsの取り組み等最新の情報をホームページから随時発信した。
,大学・大学院のイメージアップのため、学生と意見交換して高校生にインパ

クトのあるポスターを作製し、県内の高校や、実習関連施設に配布した。
(県立大)

・ホームページで、教育、研究、SDGsに関する取組を40件公表した。各学科
及び学園祭 (響緑祭)の紹介動回を作成し発信した。大学広報誌ISPUNEWS
を2回刊行した。
日大学リポジトリーヘの公表論文登録を教員に呼びかけた。
・教員が学会誌等で発表した論文をホームページで公開した。

己
価

自
評

Ⅳ

年度計画

【積極的な情報発信】
(看護大)

・学生の意見を積極的に取り入れるなどして本学の認
知度の更なる向上を目指し、教育、研究、SDGsに関
する取り組みをホームページ、大学新聞等にて積極
的に情報発信する。
・学生、教職員、広告業者で連携しながら定期的に広
報媒体に関する意見を聴取し広報媒体の改善を図
る。
(県立大)

・本学の認知度の更なる向上を目指し、教育、研究、
SDGsに関する取り組みをホームページ、大学広報誌
等にて積極的に情報発信する。
・学生、教職員から広報媒体に関する意見を聴取し広
報媒体の改善を図る。

No

96-1

中期計画

教育、研究、地域貢献活動など
に関する情報を戦略的かつ効果
的に公開E提供できるよう広報体
制を強化し、大学のホームペー
ジをはじめとした多様な媒体を活
用して、積極的な情報発信を行
う。

No

96



項目別実施状況

その他業務運営に関する目標

I施設設備の整備に関する目標

中
期
目
標

判断理由(計画の実施状況等 )

〔緞 学の現状を踏まえ、令和5年度から10年度までの6年間の施設・設備

の整備計画、備品の更新計画を策定した。

自己

評価

Ⅲ

年度計画

【施設、備品等の整備】
(看護大 )

・施設、設備、教育研究用備品等の定期点検を行い、

その状況を把握するとともに必要に応じて整備、修

繕、更新を行う。
・大規模設備については引き続き長期修繕整備計画
に基づいて老朽化対策を実施する。
(県立大)

・施設修繕計画に基づき、優先度の高いものから修繕

を実施する。
・学内の要望調査を踏まえて策定した備品整備計画

を着実に実行していくとともに、必要に応じて見直しを
行う。
・教育、研究で必要な修繕や新規施設の要望調査を

行う。

No

97-1

中期計画

施設、設備、教育研"九用偏品に
ついては、定期的な点検を行
い、状況を把握するとともに必要
に応じて修繕等を実施する。ま
た、両大学とも設備等の老朽化
が進むことが想定されることか
ら、今後、これらを計画的に更新
すべく、数年間にわたる整備計
画を策定する。

No

97

-71-
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項目別実施状況

その他業務運営に関する目標

H安全に関する目標
1安全管理

――
中
期
目
標

判断理由(計画の実施状況等)

(看護大)

・災害時等における執務体制要領及び大地震対応マニュアルを新任教職員
に配付し、内容を周知した。
・教職員及び学生を対象とした地震対応訓練を実施し、避難経路やAED、 車

椅子等の設置場所、消火隊の組織や役割等の説明を行つた。
(県立大)

・新入生に大地震対応マニュアル等を配布し、周知を行つた。
・7月 に県民一斉防災訓練 (シェイクアウトいしかわ)を、11月 に消防訓練を
実施した。

に対してストレスチェック(7月 )を実施するとともに、時間外労働に関
するリーフレットや「職員保健だより」を配付することで、セルフマネージメント

を促した。
・衛生委員会が職場巡視を実施し、安全確保と健康保全に努めた。
・学生に対して、新型コロナウイルス感染症の拡大防止等に関する注意喚
起、方針の周知等を継続した。
(県立大)

・学部3年生を対象に環境安全講習を実施した。
・教員を対象に研究倫理研修会を実施し、環境安全関連情報を共有した。
・高圧ガスボンベの固定と化学薬品の掲示について確認した。
・毒劇物と爆発物、特別管理物質の調査を実施した。
・毒劇物と爆発物の使用マニュアルを実情に合わせて修正した。
・大学がサークルの活動を承認するにあたり、新型コロナウイルス感染症対

策に関する独自のガイドラインを達守させ、団体継続願や活動計画書等を
提出させた。

自己
評価

Ⅲ

Ⅲ

年度計画

【危機管理体制の整備】
・災害時等における執務体制要領及び大地震対応マ
ニュアルを配布し、内容の周知を継続して実施する。
・消防避難訓練や地震対応訓練等の防災訓練を実施
する。

【全学的な安全確保、健康保全】
(看護大 )

・教職員のストレスチェックを実施し、労働環境の現状
把握と改善の検討を継続する。
・職場巡視を実施し、学内の衛生管理が適切性の検
討を継続する。
・全学的に基本的な新型コロナウイルス感染症拡大
防止行動の徹底を継続する。
(県立大)

・適切な安全衛生管理体制を整備する。
・防災訓練 (火災時想定)に実施する。
・新型コロナウイルス感染症に対し、学生の修学の継
続にも十分配慮しながら、全学で感染拡大防止に取り
組む。

No

98-1

99-1

中期計画

災害時・緊急時の危機管理マ
ニュアルを必要に応じて見直す
とともに、学生及び職員に内容を
周知し、危機管理体制を整備す
る。

全学的な安全衛生管理体制・防
犯体制を整備し、学生及び職員
の安全確保と健康保全に努め
る。

No

98

99



項目別実施状況

その他業務運営に関する目標

Ⅱ安全に関する目標
2情報セキュリテイ対策

ュリ人中
期
目
標

判断理由(計画の実施状況等)

新入 生 を対象 Iこ学内情報機器およびネツ トワ―クの使用方法 のガイダンス

を行つたほ か 情報処理学に おしヽて情報セキユ プテイおよぴ情報リア フン
~

に関する教育を行つた。
・教職員ならびに大学院生を対象に情報セキュリティ研修会を実施し、情報

セキュリテイ意識の向上を促進するとともに、情報資産管理システムによる

ソフトウェア・ライセンス及び情報機器の適正な管理に努めた。

・オンデマンド動画を活用した情報セキュリテ
i情報担当職員を配置し、情報資産管理シス

ンス及び情報機器の適正な管理に努めた。

ィ講習を実施した。
テムによるソフトウエア・ライセ

自己
評価

Ⅲ

年度計画

:橿翠毛革三サ票孝禁Ⅷ 切な運用を目指し、職
員や学生への啓発活動等を行う。
・情報資産管理システムによるソフトウエア・ライセンス

及び情報機器の適正な管理に努める。

No

100-1

中期計画

学内の情報セキユリティ体制の
整備と情報管理の適正化を図る
とともに、情報システム利用に関
する研修会を実施するなど、学
生及び職員の情報リテラシーの
向上を図る。

No

100

-73-
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項目別実施状況

その他業務運営に関する目標

Ⅲ 法令遵守等に関する日標
1法令遵守

及び大学運営を行う。中
期
目
標

判断理由(計画の実施状況等)

1写罷詔留ぉけるコンプライアンスの高い風土を醸成するために、倫理、コンプ

ライアンス研修会を開催 (5/25)国 立精神・神経医療研究センターによるオン

ライン倫理請習会)した。また、全教員対象にAPRINの cラーニング受講に関
する
鼻き
発信を

露島醤塞語雷亨解 写9∴教正を踏まえてコンプライ
アンス合同説明会 (3/1)を 開催した。また参加者に確認テスト行い合格者に

受講証を発行した。
(県立大)

・研究倫理研修会をオンラインで開催した (7/21、 7/26対象者 :教職員、大

学院生)。

・学部3年生向け研究倫理教育は後期オリエンテーションで実施した

(9/26)。 前年度までの実施結果を踏まえての改善点として、最近の研究不
正の実例を追加し、安全保障輸出管理を詳しく説明した。
・APRIN eラーニングプログラムについて、受講から5年経過した教員、本年

度中に経過する教員に受講を促した。
(共通)

・令和3年度のガイドラインの一部改正を受け、不正防止対策を強化するた

め、当法人の関係規定を改正し、啓発活動の計画を策定したほか、令和3

年度に実施した内部監査の結果について監事および会計監査人に報告の

上、意見を聴取し、経営審議会でその結果について審議した。

評価

自己

皿

年度計画

【石,千究活動の不正防止とガイドラインの改正】
(看護大)

・研究におけるコンプライアンスの高い風土を醸成す
るために、倫理、コンプライアンス研修会を企画開催
し、研究倫理に関する情報を提供する。
・文科省による競争的資金に関するガイドラインの改
正に伴い、コンプライアンス教育や啓発活動を実施す
るなど、改正内容に沿つた体制の整備を図る。
(県立大)

・研究活動上の不正行為防止のため、教員や研究
員、学生を対象とした研究倫理研修会の実施や
APRIN eラ ーニングプログラムの受講を促す。
・文科省による競争的資金に関するガイドラインの改
正に伴い、コンプライアンス教育や啓発活動を実施す
るなど、改正内容に沿つた体制の整備を図る。

No

101-1

中期計画

研究における不正行為、研"九賢
の不正使用について、職員への

研修等啓発活動を強化し、不正

防止に努める。

No

101



項目別実施状況

その他業務運営に関する目標

Ⅲ 法令遵守等に関する日標

2人権の尊重等

へ のに 、ラヽス の同ン
て

学的な体制を整備する。
に中

期
目
標

判断理由(計画の実施状況等)

緊 鶏 三 藍 澱 賢謝    範 籍贔縞 醒

呼樫与tルト事例に対して、外部 (弁護士、警察)へのコンサルテーシヨン体

制を整えた。

噛朝頷撃を対象に、FD(フアカルテイ・デイベロップメント)研修でハラスメント

哨 窟毒製堂浩置にハラスメント本目談について掲載し4月オリエン

潮 噸 繁 負占吠贅現斎漑ご滸だ監I鞠畳綸 与笑

自己
評価

Ⅲ

年度計画

ハ フ ン の 止

3際 多蹄 2畿潤 野焔無闘
続して実施する。
:員夢夏廷宋撃箪倉毒硬赤

裂襟覇協発皇乞糧哲声

簸 諏 軍 糀 1野

そ れまでのハラスメント実態調査等を参考に、改善す
べき点について検討する。

No

102-1

中期計画

セクシャルハラスメント、キヤン′ヽ

スハラスメンドなどの人権侵害の

防止や男女共同参画の推進を

図るため、相談体制の充実、職

員に対する研修など啓発活動を

強化する。

No

102

-75-
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(看護大)

・再生品やエコマーク商品など環境に配慮した物品を購入に努めた。
・図書館内の照明をLED化し、一斉空調停止日を設定して光熱水費の削減
に努めたほか、新型コロナウイルス感染症対策に留意しつつ、節電の呼び
かけや空調開始時間を遅らせるなど経費の抑制に努めた。
(県立大)

・環境に配慮した物品の積極的な購入に加え、両面コピー、裏紙利用に努
めた。
・冷房を適正温度に設定し、研究室など個別に温度調整を行つた。
・学生・教職員駐車場の外灯をLED化 し、消費電力の抑制を図つた。

Ⅲ

【環境マネジメント活動の実施】
・再生製品やエコマーク商品等環境に配慮した物品を
選んで購入するように努める。
・エネルギー使用量を抑制するため省エネルギーの
方策を検討し実施していく。

103-1

学生及び職員が一体となつて環
境マネジメント活動を実施する体
制を構築する。

103


